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－自主編集教科書(試案)－

２年生の｢機械学習プリント」の

基本的考えと具体的指導の解説

まえがき

わたくしたちが考える教科識の自主編集の意義および

具体的１例として，「機械学習プリント」を先月号に発

表した。今回は，そのプリントに関する内容構成の基本

的考えと，その具体的指導について述べてみたい。

1．プリント縦成上の基本的考え

発表した学習プリントは，２年生における機械学習の

内容のうち，§1.道具から機械への発達と，§2.運動を

伝えたり，運動のしかたを変える機械のしくみ，１．機総

模型の製作についてのものであった。

（１）「道具から機械への発達」の取り上げについて

子どもたちは，１０人10色であるが，機械とはこのよう

なものだという素朴な概念形成はできている。しかし，

それらはひじょうに思いつき的なものである。機械につ

いて具体的実態は知っていても，１つの筋の通った概念

形成にまでは至っていない。

そこで機械について，まとまりのある理解をもたせる

ユつの側面として，「道具から機械への発達」を最初の

学習として取り上げることにした。

機械学習の最初の出だしをどのように扱うかは，その

後の学習展開に大きなかかわりをもってくる。最初の学

習で･何をだいじにするかによって，その後の学習が子ど

もたちの頭の中で，一貫したまとまりのある発展ができ

るか，バラバラなものになってしまうか，大きく左右さ

,れるものと考える。

学習のはじめに何を取り上げることが，そのつぎの学

習に無理なく進むことができるか？しかも最初に取り

上げる学習が，その場だけで終るものでなく，つぎから

つぎへと新らたに加わる．学習とどうかみ合いをもたせる

ことができるか？単細胞的存在である卵子が，たった

１個の糖子を迎え入れることにより，卵内に大変動が起

き，卵割をはじめ，多細胞となり，やがて有機的機能を

２
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もった１つの個体へと成長する。こんな学習プロセスを

組むことができたら，どんなにすばらしいことだろう

か。最近はそんなことを特に考えるようになった。

そのようなことを考えてみるとき，機械学習は「道具

から機械への発達」から取り上げるのが，もっとも効果

的であると考えるようになってきた。それは機械の生い

立ちを理解することによって，機械について骨になる基

本的概念の形成が効果的になし得ると考えるからであ

る｡

まず，「道具のはじまりと発達」に関する学習を取り

上げる。「道具と機械の違い」などを取り上げる指導実

践もみられる。わたくしの場合は，そのような形で道具

を考えさせる方式をとっていない。子どもの日常に直接

結びつく１例として「背中がかゆいとき，君たちはどう

するか？」といった形で，身近なところから人間が道具

を考えはじめる筋道を理解させる。つぎに道具の発達を

原始的段階におけるはじまりから，今日に至るまでの概

要を把握させる。それを歴史的なものとして形式的に理

解させるだけでは，生きた学力とならない。そこで今日

のわれわれの身のまわりを考えても，いろいろと物的労

働行為のために道具を考え出す余地があることを課題の

形で与える。その１例として，画びょうを抜き取ること

を中心に道具を考えさせる。

そうした学習過程では，人間が何んらかの目的行為に

おいて，素手でおこなうのでなく，それを効果的になし

とげるための手段を工夫・創造することの意義を理解さ

せることを大切にする。このことは他の学習，たとえば

製図学習における各種製図用具の意義，あるいは，加工

学習過程で，,作業を効果的は遂行するための方法を考え

させることなど，労働行為と道具の関係をいつも技術学

習全般にわたって考える習'股を育てるようにする。

労働行為とその手段を考えることの学習のつぎには，

道具による労働行為から，動的なしかけをもった道具へ
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と発展する姿を参考資料図などをもとに考えさせる。道

具を素手にもって直接労働する方式から，道具をしかけ

で動かすことを考えるようになったことが機械のはじま

りであることを学ばせる。

それらの学習をさらに具体的に理解させるために課題

を設け，穴あけ手段を１例として取り上げ，単純な道具

から今日のボール盤への発達を中心に，道具から機械へ

の発達についてまとまりある理解をもてるようにする。

そうしたまとまりある理解にバックボーンをもたせる

ために，労仙において目的を効果的に達成するための手

段を考えることが，「技術」を考えることであり，手段

の進歩が「技術」の進歩であることの基本理解をもたせ

るようにする。

それらは自然に進歩・発達するものでなく，それぞれ

の時代における社会のしくみや社会の要求，自然科学の

発達の程度など諸要因とのかかわりにおいて達歩・発達

がなされるものであることに関する思考学習も扱う。こ

れをねらうものとして「課題５」を設けた。

さらに，機械は，わたくしたちにとって「便利なも

の」といった単純なとらえ方をするだけでなく，機械を

用いることの価値，および，逆に人間を不幸にしたり，

社会問題をおこしたりする面についても問題化できる能

力を育てるようにする。これをねらったものが「機械と

人間の生活や社会との関係」の項である。

（２）「運動を伝えたり，運動のしかたを変える機械の

しくみ」学習の取り上げについて

道具をしかけで動かすようになったことが機械のはじ

まりであることは前節で学んだことをもとに，動きを伝

えたり，運動のしかたを変える「機械のしくみ」学習へ

発展させる。この発展は子どもたちにとって無理なく，

前の学習の流れに合わせることができる。のこぎり，は

さみ，ほうちようなど，どんな運動によって切断できる

のかなどを具体的に考えさせる。それらの道具を直接手

で動かすのでなく，しかけで動かすとしたら，どのよう

なしかけを作ったらよいだろうか？目的の仕事をさせ

るためには，どんな動きをするしかけを作ったらよいか

を考えることが「機械を考える」（設計する）ことのは

じまりになることを理解させる。

さらにこれを具体的に学習させるために，「機構模型

の製作」学習を設定した。どのようなしくみを作ると，

どのような運動をおこすしかけになるか。そうしたこと

を具体的に学ばせる目的で各人に機構模型を作らせる。

機械のしくみ，つまり機構に関する学習は，今まで直

接具体的機械，たとえばミシン，自転車，技術室内の各

種工作機械などをもとに取り上げてきた。そうした学習

展開方式は，必ずしもすべての子どもたちにとって，生

き生きとした学習にならないことを最近反省としてもつ

ようになった。そこで指導方針を変え，機構学習とし

て，まず最初に「機構模型」は子どもたち１人１人に作

らせることにした。

すでにできあがっている実在の機械で;機構を観察した

り測定したりの学習を取り上げても，１部の意欲的な子

どもたちの学習としては成立しても，どうしても無気力

な子どもたちが生れてしまう。これを何んとか解決しな

ければならないと考えたことが「模型」製作を取り入れ

た動機である。

基礎学習もないまま直接ミシンなど，各部の機構を個

々に取り上げそれを教科番などに見られるように，抽象

化し一般化する学習にもっていっても，なかなかすべて

の生徒のものにならない。テストなどの結果で解答率が

かなりの高率であったとしても，それは必ずしも機構に

関する基礎理解や基礎能力が育ったことにはならない。

時間の経過とともに，子どもたちの頭の中からは消えて

しまう部分が多くなりやすい。

すでにあるものを観察するのでなく，子どもたち１人

１人を機械の製作者，設計者の立場におかせたならば，

結果は異なってくるであろう。こうした考えから各人に

「模型」を作らせ，それをもとに機械と運動機構を問題

にすることができる基礎的能力を育てるようにした。

トタン板や針金を用いながら，紙模型などと違い，実

際の機械らしいものを作るというだけでも，子どもたち

の取り組み意欲はひじょうに積極的なものとなる。完成

しハンドルをまわし，動くとなると子どもたちの喜びや

楽しさはさらに１段と増してくる。機械のしかけと運動

について，教師があれこれいわなくとも，無意識のうち

に子どもたちの興味と関心は高まってゆく。

こうして:機械が運動をおこすしかけに閲する意識を能

動的に盛り上げることができる。自から作ることによっ

て能動的学習ムードを育て，その後に，その機構模型を

活用しながら，本質的学習展開をはじめる。その取り上

げ方については，１１月号に紹介した範囲には含まれてい

ないので，その概要をつぎに述べておきたい。

製作した機構模型を使ってつぎのような学習を取り上

げる。①各部はどんな運動をくりかえすか。②その運動

のくりかえしを使えば，どんな,仕事をさせる機械を作る

ことができるだろうか。③スライダ・クランク機構，テ

コクランク機機，カム機排について学ぶ。④各部の寸法

や形を変えたら，運動のしかたはどう変化するだろう

３
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りや，弓づる式の穴あけ機（ポール盤の元祖）なども作

り，実演してみせるようにした。

〔機構模型の製作方法〕

（１）部I鼎,のけがき

トタン板に，図１に示すような，各部品図をけがく方

法は，いろいろ考えられる。最初から図のような形をけ

がくことは，子どもたちには，なかなか大変な作業であ

る。そこで，図１の説明文のように，銅尺でトタン板の

両端に寸法をとらせ，けがき針で平行線を引かせ，その

ごに各部の細部寸法を測って形を仕上げさせるようにし

た。平行線のけがきかたとして，定盤とトースカンを使

うことも行なってみたが，用具の数が少ないために，な

らんで待つ時間が多くなるのでやめにした。

早いものは50分授業の中でけがきをすべて仕上げるこ

とができる。しかし大半のものは，％くらいまでしか仕

上げることができない。能力の低いものでは，平行線を

けがくだけで１時間終ってしまうものもいたのは意外で

あった。紙の上で線を引くことは，子どもたちはかなり

慣れているはずであるが，材料が金属板になり，竹やプ

ラスチックのものさしから鋼尺にかわり，鉛錐がけがき

針にかわると，子どもたちはかなり勝手が変ってくるこ

とがよくわかった。

１時間でできなかったものについては，残り部分をつ

ぎの授業までに，自宅で仕上げてくるようにした。「け

がき針がないので貸してください」と申しでるものもで

てくる。「けがき針がなければ作業ができない」と考え

るのは困りものである。そこで，「道具のはじまりと発

達」の部分で，どのようなことを学んだか，どんなこと

』甲

2．具体的指導について

〔教具の製作〕

道具のはじまりと発達に関する学習は，ことばと資料

図だけでは不十分である。そこで，できるかぎり原始的

時代の道具を自作し，実感のもてる学習にした。川原な

どで適当な形の石をさがしてきて，自然のまま，あるい

は，打ち欠くなどして，石のつち，石のおの，石のきり

などをいくつか作り，実際に学習の中で使用してみせ

る。あるいは，土地を耕すための用具として，単純な木

の棒，くわのような形に木の枝を切ったもの，木の枝の

１部にたいらな石をゆわえつけた石のくわなども作って

示し，道具のはじまりと発達の概要を，実感として持て

るように配慮した。また機械へのはじまりの１．例として

示すために，賓料図に示したような，弓づる式の火づく

が技術を考えることであっ

たか，を再確認させ，けが

き用具を各自の家庭で考え

させるように仕向けた。

専用の用具がなければ，

全く作業ができないような

固い頭の子どもたちにはし

たくない｡,作業において,い

つも用具や手段を柔かい頭

で考えられる子どもたちに

することは，技術学習全･体

において大切にされなけれ

ばならないと考えている。

（２）切断

切断の様子も，子どもた

ちの行動を見ていると，非図１トタン板へのけがきかた

【lﾉー ドの寸法間陥を

とって，平行線

をけがく。

②つぎに部品図の

寸法どうり;に各

部の寸法をけが

〈。

③穴あけ部の中心

をだすために×

をけがく。

④カムの円をけが
きコンパスでか

く。

⑤切り捨て不用部
分にけがき針で

斜線を入れる。

か。⑤機械を設計するときの中心課題は，目的の仕事

（作業・労働）をさせるために，どのような運動をする

しかけを作ればよいかを考えることが基本になる，など

に関する学習を取り上げ，機械と機構についての基礎的

追求能力を育てるようにする。

こうした基礎的能力を育てたうえで，具体的機械に取

り組んで，個々の機椛のしくみや各部の機能をたしかめ

る学習へと発展させてゆく。この学習においては，ミシ

ン，自転車，技術室内の各種工作機などを個々にたしか

め，機械を機構の面から追求できる能力を育てるように

する。機構に関する学習結果の能力は，機械の分解や整

備に関する学習へも大きなかかわりをもって発展させ

る。
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｡材料位滋決め突起
/億|･金をハンダ付け）

２のものを２組作って使わせた。

１組作るのに２時間半くらい要するが，子どもたちに

プレス加工の基礎を学ばせることができ，大きな学習効

果を上げることができる。学生ボタン，帽子の徽章，灰

皿，弁当箱，自動車のボデー作りなど，プレス機やプレ

ス加工の意義を発展理解させることができる。

図３は，さきのプレス機を使って「軸受け』金具のプ

レス方法を示したものである。「軸受け」以外の部品は

ペンチあるいは普通の万力で曲げさせた。

（４）クランク軸作り

クランク軸は，2.4'の針金で作らせた。はじめペンチ

で曲げさせてみたが，９０度部分をうまく曲げられるもの

は，１クラスの苑～芝くらいしかいない。２．４１では少し

太いので，なかなかうまく曲げることができない。細い

針金にすると，強度が低下し，具合が悪くなる。

そこで，さきの「軸受け」の場合と同じようにプレス

加工させるようにした。図４は，その金型を示したもの

である。

トタン板のプレスと異なり，金型にかなりの強度が要

求されるので，軟鋼の丸棒を図のように加工して，め型

とお型を作るようにした。この場合も図２と同じように

万力の口に金型を固定し，万力のハンドルをまわしてプ

レスするようにした。

図４で示してあるように，クランク部しかプレスでき

〃、

多／①15の
'沙角形鋼材

③穴をあけ⑳側にめね
/~師4､ねじ垂:二取り

じを切り

付ける

Ｑ
○

Ｑくつ〉百Ｖ

能率な点が共通してあらわれてくる。紙をはさみで切る

ときのくせがそのまま現われてくる。紙はかなり自由に

動いてくれるが，トタン板はそう簡単にはさみがけがき

線のとおりに動いてくれない。子どもたちは，最初から

けがき線にそって，部品の斜め部分や細部の凹凸を切り

進めようとする。紙を切る時のように，はさみを思うよ

うに動かすことができない。そこで，最初は直線に切断

してよい部分を向うのはじまで切り離し，その後に，細

部をけがき線にそって切断させるように指導した。（部

品各部の穴あけは，切断前におこなわせた｡）

（３）部品の折り曲げ

折り曲げは，あまり大きな部分がないので，すべてを

ペンチだけで行なうこともできる。しかし，前の学習に

おいて，「手段」を考えることが技術を考えることであ

り，創造することであることを取り扱っているので，ペ

ンチや折り台にたよる以外の手段を取り入れるように工

夫した。

図２は，その具体的１例を示したものである。ここに

おける機構模型製作を加工学習との融合化を図リ，プレ

ス加工方式を導入するようにした。１年生のときの板金

加工学習の発展的内容が扱えるように工夫した。

図２のように金型を作り，「軸受け」金具をだれもが

同じ寸法に，しかも，正しくきちんと加工できるように

した。これは子どもたちにとって大変好評であった。図

ひお型

め型と

Ｑ
Ｑ〆〃 ⑫

５

1iijじ上うに止める１

川.画した誉ら小牟じで止める

図２万力を使った軸受けのブレス機



図'３軸受けのブレスのしかた

Iイ科

,／

げ熱を金蝿の

と合せてから

ドルをまわし

その識にそわせて久ランク軸をつまむと，軸とペンチの

側面とはほぼ90度の正確さの角度がでる。図６のように

軸をつまみ，ペンチの側面上にビックリとカムをのせて

ハンダづけを行なう。

ハンダごては，６０ワット位のラジオのものでは，ペン

チの方に熱がかなり奪われるので，100～150ワットくら

いのものを使うほうが具合がよい。

その他，組み立てについては，とりたてるほどの指導

の工夫は必要でないので，説明を割愛させていただくこ

とにする。

（東京都八王子市立第２中学校）

角に

万力

プレ

、金型には
状態で脚

木づもで
仕上げる

さん

部を

軽〈

、
Ｉ姉吐決め突起

Ｆ

図４クランク軸のブレス金型

ない。他のハンドル部の折り曲げは，ペンチあるいは，

普通の万力にはさんで曲げさせた。

（５）クランク軸と板カムのハンダづけ

クランク軸の１端に板カムを図５のように結合させる

のであるが，ねじ結合方式は困難であるのではんだ結合

の方式をとった。

その場合大切なことは，クランク軸とカムとを直角に

正しく結合させることである。これが不正確であると，

クランク軸を回転させたとき，カムが振れをおこし，運

動伝達がうまく行なわれなくなってしまう。

そこで振れをおこさないように正しく軸へ結合させる

方法として，図６の･ようにペンチを使って行わせるよう

にした。ペンチの口の部分には波形の燐が切ってある。

６

はさむ

図６クランク軸へ板カムを

ハンダづけする方法 （
昼

図５板カムとクランク軸の結合
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マンネリズムを追放し

自主教科書を作ろう｡／
－自主編集教科書・「電波｣(試案)－

１

新指導要領が発表されてからはや半年以上経過してし

まった。この間，当教科の先生方が，どれだけこれにつ

いて考察されたであろうか。本誌を読まれている先生，

または何らかの形で研究団体や研究会に参加されている

先生方は，十分なる検討をされ，これからの技術教育を

どう進めていったらよいか研究されていることと思う。

しかし，その反面教科を逃避し，やめていく先生もいる

と聞いている。

その理由として，いろいろな要素があると思われるが

そのような話しを聞くと，若い教師に落胆を与えられた

ようで，背すじが寒くなる思いである。

「今の時代の教育は，過去のわれわれの知識の集菰だ

けを習得させることでは不充分である。もっと，ダイナ

ミックに変化する外部の諸条件に対応し，おのれ自身の

新しい生き方を切り開いていくような人間を作りあげて

いくことが，むしろ現代の教師の最大の課題である」と

ある学者が言っていた。

だとすれば，つねに教育とは何であるか，という問題

に立ちもどり，素朴な目で教師としての仕事のやり方や

内容について自ら反省し，そこから教師自身がおのれの

新しい能力を開発していくといった態度が必要となって

くるのではないだろうか。そこからマンネリズムを脱す

る最初の契機が生まれてくをとう考える。

子どもたちに目を向けながら，ある時は，指導要領を

批判し，教科書を批判し，認めるところははっきり認

め，教育におけるカリキュラムを教師自ら作りあげてい

く必要が十二分にあるのではなかろうか。

２

そこで，この紙面をかり，自主教科響を紹介させても

らった。これは，今年の広脇大会で提案し，いろいろな

ご批判をいただいたものである。周知の通り，現行の指

導要領や新指導要領にも「電波」の扱いは見当たらない

鹿 嶋泰好

が現在の早耳的な情報とか，あるいは新聞やテレビなど

不特定多数の人左に伝送されている，いわゆるマスコミ

的な情報が繁茂している中で，子どもたちの実態を考え

て私はこれをカットすることはできないと思う。

ただし，受信機自身が無線工学か，電子工学か問題が

あると同様，電磁波の中の特殊な電波を難かしい専門的

要素の中から精選して指導すること自身，非常に抵抗が

あるし，子どもたちにどの程度理解させ，扱ったらよい

のか，難かしい問題がある。

しかし，回路学習から始まり，熱光，電磁気へと発

展してきた後で，寵磁波（電波）を扱うことに，さほど

抵抗があるように思われない。要は，どの程度まで，子

どもに認識させるかである。

そこで，電波を扱うにあたり，指導上の問題点として

(1)電気力線と磁気力線の関係と存在の認識

(2)空中を伝播する現象

(3)電波が受信アンテナコイルに音声電圧が誘起する原

理

などがあげられる。この問題点の中で，(1)について，

どの程度まで扱ったらよいのか，，例をあげてみたい。

周知の通りであるが，一般に電気力線と磁気力線は直

角の関係にあるといわれる。しかし，これを口頭で説明

するだけとか，目で見せることはできないし，教育的に

無意味である。

そこで図（自主教科書中実験－３）に示してあるが，

受・信機にあるアンテナコイルで，電波に対する向きを変

えることによって，音の強弱が変わり，その現象によっ

て磁気力線の存在を知ることができるし，髄気の流れる

方向に右まわりにその電流に直角に磁界が発生する（右

ねじの法則）ことを実験観察することによって子どもた

ちに抵抗なく電気力線と磁気力線の関係を認撒させるこ

とはできる。

以上簡単に方法を述べたが，専門的理解を要求するの

７
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ではなく，電波は，電磁波の一種で，特殊な電磁波であ

ること，また，光も放竃による雑音もともに電磁波であ

ることを知る程度でよいのではないだろうか。そして，

理論的に追求するのではなく，実験現象を観察させるこ

とによって，子どもに興味を起こさせ，無理なく，電磁

波について認職させることができると考えている。

次にあげる自主教科書「電波」は授業で実際に使って

いるものである。

３

みなさんは「電話遊び」をしたことがありますか。

図－１がそれですが，これは筒にはったうすい紙を声で

振動させ，その振動が糸を伝わって相手側にあるうすい

紙を振動させ，それが音になって相手のことばがわかる

ようになっているわけです。

図'－２

!Ｉ
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図－－４

つまり，空気中に音を発生させれば，その発生点から

四方八方に図－２～図一４のように空気振動を起こし，

それがある距離までとどくことになります。

〔課題２〕

音波の速さは，ｔｏＣの気温のとき，毎秒何ｍになり

ますか。

〔課題３〕

音の性質について調べてみましょう。

音は空気の振動によって，伝わることをかんたんにお

話しました。今まで考えてきた音とちがい，耳に直接聞

こえたり，目に見えたりすることができませんが，音よ

りも速く，正確に情報を伝えるものがあります。

それが，みなさんもよく知っている電波です。しかし

音と同じで，これが電波ですと，明示することができま

せんので，理解するのが大変ですが，これから実験など

をやりながら考えていきましょう。

図－１

この糸のかわりに電線を使い，電気的振動を行ない，

相手､側にその音振動を電気的に移動させたのが，現在の

電話です。

しかし，近代において，相手に自分の話，音楽などを

,伝える方法は図－１に示したような，有線伝達ばかりで

なく，無線伝達があります。つまりわれわれの日常語に

なっている電波が声（音）の振動であり，「電話遊び｣の

中の糸や電話線は空間であり，線がないところをかなり

遠くまで伝えることができるものです。

〔課題１〕

篭話，ラジオ以外に相手に情報を伝える方法に，どん

なものがあるでしょうか。調べてみましょう。

電波はどんなものでしょう。

みなさんも知っているように，音は空気の振動によっ

て伝わります。太鼓をたたくと，音は空気の振動により

四方八方まで飛び散り，山などあると，「山びこ」にな

って別な所で聞こえることがあります。

では，音はどんなふうに空気を振動させ，伝わるので

しょうか。図一２のように細の端を持ち上下に動かした

り，図一３のように，水面に糸で結んだ石を中央で静か

に上下させると，波が四方八方に伝わったり，純が波の

ように前方に進むように見えることがあるでしょう。

この波を図に表わすとどんな形になるのでしょうか。

それが図－４に示す図です。

〈刑

腸
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図－６において，ＡからＢに電流が発生

したとすれば，電流の流れと直角な平面内

一一に必ず磁束が同心円的(凧)に導線を取り巻く

＜瀞憲一と蕊駕菓;‘総繍§
えがく波紋のようにひろがっていきます。

次にスイッチを②（電池の極性）にした場合，前とち

がって，電流の流れが逆になりますので，前に発生した

磁束の向き（図－６）も逆になります。

それでは，連続的にＡ－Ｂ間の電流の方向を変えてみ

ましょう。どのようなことが発生すると思いますか。

みなさんも知っているフレミング③右手の法則は，磁

束の変化による電流の発生について考えたものです。

が，Ａ－Ｂ間の竜‘位を連続的に変えると，磁束の向きが

変化するときに，その磁束のまわりに磁束の変化に応

じ，電気力が発生するわけです。

図示すると次のようになります。（図－７）（図－８）

このように，空気中に電気力線と磁力線が存在してい

るので，篭磁波といい，われわれは一般的に遜波と言っ

て表わし，かんたんにわかるように，図一９のように表

現している。

Ｉ
１

【､５ＶＩｑ（､５Ｖ

ハチパテ

①乾電池２個をリーード線でむすび，

切る。

リード線の途中を

②受信機1400KＨｚ程度に同調させておく。

③そのリード線を切ったり，離したり実験してみる。

上の方法で実験をした結果，何か気づいたことはあり

ませんか。多分，リード線の両端から切り離したとき，

火花ができたでしょう。またその瞬間，受信:機にガーと

いう雑音が入ったと思います。

なぜ，そのような雑音が入ったのでしょうか？

思考実験をしながら，なぜ雑音が出たか，考えてみまし

ょう。図－５に示すようにある間隙を持ったＡ､Ｂ間に

任意の電圧（電気が通じる範囲）を与えますと，Ａ､Ｂ

間に電流が流れます。また，回路には，電源，電圧の極

が変えられるようにしておきます。

たとえば，スイッチを１に倒し，Ａ､Ｂ間の電気的現象

毎調べてみましょう。

憩鯛:鰯へＬ一
いうのを思い出してくださ ＄"､､／

寺ｑｐｌ
スイッチ①

舌,／
=ｌｽｲー ｯﾃ②

近奴力線の波

とか，ビオサバール＠の法則

というのを思い出して<ださ

スイッチ①

へ､／，

Ｊ
火花

'１

汀隷の波

図－－９

伝わる方剛

図・・６
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この実験からも気づいたと思いますが，電波と光とは

同じ電磁波であって，周波数，あるいは，波長が異なる

だけである。したがって，直進すること，反射すること

屈折すること，回折すること，（物体の端部に沿って，

回り込むこと）ほ光と同様に生じます。

音は空気がないと伝わりませんが，電波は真空中でも

伝わります。ただし，寵波の進行速度は媒質によって変

わるということは大切なことです。真空中の方が空気中

より，僅かに速いのですが，ほぼ，３×108/sノといわれ

ています。また，海面に沿って進む電波の速度は,2.997

×108ｍ/s,陸上の地面に沿って進む脳波の速度は2.85×

108ｍ/sといくらか速度が異なります。

また，電波は，一種の波ですから，波長をもっていま

す。波の速さ，波長，および周波数，つまり一秒間の振

動の回数との間には，次の関係があります。

波長２ｍ周波数ｊ‘．Ｈz/Ｓ

，i唾tﾉj線

電波の速さ”､/‘スーラ．=ｆ･ス
このような関係から，電波は波長または周波数の程度

によって区分して呼ばれる。表－１は，波長を中心に，

表－２は，周波数を中心に区分したものを示す。

〔課題５〕

周波数の高低に対する波長の長短はどんな関係になる

か。

〔課題６〕

550KHz，800Ｈｚ各々 の周波数の波長は何ｍか。

表－１

(a） (1)、

§国曇
竜一動かす－＝‘

'、

〆、
'、

1０

反
射
板ダ

〔課題４〕

電磁波の性質をもっているものに電波があるが，その

他にどんなものがありますか。

電波の性質について

く実験２＞

下の図のような実験２を行ない，電波の性質を調べて

みましょう。（ａ，ｂ，ｃ）

画面(c）

闇
伊江ｑ

産

◎密が良くlⅡlえる所で受信機を

止めましょうｰ

パーァンテ÷

F、

』露宰

表－２

鱒"'漁………“
受A推への実験を行ない，いと|ﾛ)とではどちらが良く受信

できるか調べ，なぜ受信できたのか考えてみよう。

〔課題〕

この本に出てきた人物（①～④）の時代と研究内容を

調 べ よ う 。 （ 東 京 都 八 王 子 市 立 恩 方 中 学 校 ）

周波数の区分

注(1)周波数の単位をサイクル（C/S）で表わすが，

今までは呼び名を何燕ヘルツ④(HZ/S）と表

現する人もいる。

(2)1ＭHz/s(メガヘルツ)＝1000ＫＨｚ/ｓ（キ宮

ヘルツ）

螺
葡
聴

盈〆侭 Ｘﾉﾉ点,、

ＶＬＦ

(甚だ低い周波数）

LF(低い周波数)’
一一

ＭＦ

(中間の周波数）

HF(潤い燭波数)’
ＶＨＦ

(甚だ高､､周波数）
ＵＨＦ

(非常に高い周波数‘
ｰ画一宇凸

ＳＨＦ

（特に高い周波数）
ＥＨＦ

〔極めて商い周波数）

周波数の範囲

３０KHz/S以下’
30ＫＨｚ/Ｓから

300ＫＨｚ/ｓまで

300ＫＨｚ/sから
3,000ＫＨｚ/ｓまで

－‐甲一一一－~一一－一－－

'3も柵翌瀧で
｢、:濡蕊真
300ＭＨｚ/sから

3,000ＭＨｚ/ｓまで
－■－－--

3,000ＭＨｚ/sから
30,000ＭＨｚ/sまで

30,000ＭＨｚ/sから
300,000ＭＨｚ/ｓまで

メートルの

区分

に踊釧一
キロメート

ル波
ヘクトメー

トル波
デカメート

ル波

メートル波

デシメート

ル波
セソチメー

トル波

ミリメート

ル波

区 分

長波

中波

中短波

短波

超短波

極超短波

周波数範囲

10-

lOOKHhz/ｓ

|'W前0ＫＨz/ｓ

1,500-
6,000ＫＨｚ/ｓ

6,000-
30,000ＫＨｚ/ｓ

'30-300MH鯵/。
'3W而0ＭＨz/ｓ

波長範囲｜用途
30,000-

3,000ｍ

3,000-
200ｍ

200-50ｍ

50.-10ｍ

lＯ－１ｍ

lm-10cm

|長距
船舶航空機，
放送

中距離通信，
放送

遠距離通信，
放送

近距離通信，
放送

近距離通信
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物の設計卜－→|物の製作一|'物の製作’

製 図指導

－１年生の入門期における効果的な指導法一

上 田雄
ﾛ■ﾛ■ﾛｰ■ﾛｰ■--dB■■｡■■0■■■昌酌e0q●･ロロロロ--■■“ed4bbDOa0b印ｍｐｂＯＭ０･-一・今･GOdOqaDMqO OQdQOMm000MQ叩0匂００仙叩ＵＵｍ０▼OOOOMOOOODOQOOgweoOQOO●DOOOe0QOQUQOB叩､叩UqOOOOeDq

島市の中心部にある純都市型の学校である。技術科の施

設，設備は，特別教室が５教室（木工，金工，機械，電

気，製図室）と管理室があり，備品は栽培関･係をのぞい

て文部省基準の約70％の充足率である。学級数は昭和４２

年度は１年，１２クラス，２年，１１クラス，３年，１２クラ

スで，技術科の授業形態は１年生は複学級（約45名)，

２，３年生は単学級（約25縞）である。担当教師は４名

（全員専任）で他教科からの援助はない。

ｂ）年間指導計画の概要

この実践に関係ある１年生についてのみのべると，ま

ず，製図学習をとりあげ，フリーハンドによって，もの

の形が自由に描図できることから入り，投影図，製作図

へと発展させる。この製図学習の中で加学習工を結合さ

せて，製図と，製作が結びついたものにする。さらに，

それを発展させて，設計学習（題材＝つりだな，又は花

器）をする。設計したものは図面として表現できなけれ

ばならないから，当然，前者で行なった製図学習が生き

てくる。そして，各自が設計したものを製作させる。こ

のように指導計画の流れを製図学習を柱にして組み立て

てみた。

① ③ ②

１はじめに

技術科教師になって６年目，やっと技術科という教科

の形がぼんやりとではあるがわかりかけてきた。今年度

は第１学年を指導することになり，これを機会に技術科

の内容，指導法というものを自分なりに十分検討して学

・習効果のあがる授業をしようという気持からこの実践は

スタートした。

中学校に入学してきた生徒は，小学校ではなかった教

科･である技術科にまず関心と典をもつ。ところが，最初

の単元が製図で，線引き練習や，わけのわからぬ投影図

の理論など，動きのない，単調な授業の連続で興味を失

い学習意欲をなくしてしまう。そして，技術科という教

科への取り組みもあいまいになり，三ケ年間の技術科学

習の成果があがっていないような気がしてならない。そ

こで，今年から学習内容の範囲と程度を十分に検討し

て，ねらいをはっきりさせ，指導の効果をあげるように

するための実践をつみかさねていこうということが学校

体制の中で確認され，この実践を試みたのである。ここ

に報告するのはその一部であるが，機会があれば次の実

践についても順次報告していきたい。

この実践にあたっては，生徒の描図能力の調査と，技

術に関するレディネス調査を行い，生徒の学習のレディ

ネスの実態をつかみ，次に，学習指導要領に示されてい

る目標，内容，指導上の留意点について十分に検討し，

指導のねらいをたて，指導計画を作成し，指導を行なっ

た。なお，この実践研究にあたっては，「技術科の指導

計画」（産業教育研究連盟編）の中でのべられている村

田昭治氏の実践が大きなささえとなっている。又，実践

の途中で「技術教育」誌に発表された村三氏の実践も取

り入れさせてもらった。

２ 実 践の内容

ａ）教育条件

本校（広島市立大手町中学校）は生徒数約1500人，広

1１

（

pb●０“●●●Ｏ●■●００ＤＣ

(木材加工）（板金加工）

c）製図学習の指導計画作成にあたって

木材.加工、
金脇加エノ

Z１

期

月

分
野

第 １ 学 期

1４５６７
製図

(簡単な物の製作）

第２ 学期

９１０１１１２

加工

(木材加工，板金加工）

第３学期

１２３

栽培



｡線については，必要が生じた時に，そのつど指導す

る。

｡線引き，文字の練習などはやらない。

｡製図用具の使用法を指導するために取扱う。したがっ
て，図法としての隷分の二等分，平行線の引き方，角
の二等分などは省略する。

学習指導要領の第１学年の目標には，簡単な図面を正

しく読んだり描いたりするのに必要な基礎的技術を習得
も

させ，ものごとを計画的に進め，精密，確実に処理する

態度を養うとあるが，私は次のことを指導のねらいとし

て指導計画を立てた。

①立体を平面にあらわす描図能力を韮う°

②平面にあらわされた図から立体を頭に描くことが

できる能力＝読図能力を養う。

③正しい図面を能率的にかく（製図におけるＪＩＳ

などの最小の約束にもとづく）方法を体験させ，そ

の能力を養う。

なお，次の点についても留意して指導計画を作った、

①立体が平面（紙の上）に描かれることがすべての

出発点である。簡単な立体を陰影をつけないでだれ

がみてもわかるように表現できるようにする。

②次に，正確にあらわすことができるようになる。

アョ

ウ．藻と文字の．使用法 ･実線，破線，鎖課

･アラビア数字

･漢字，かな，ローマ字

キ．寸法の記入法

噂 の方向みIつ
ず日項

冨
垂

｡製図学習の導入として扱う。すなわち，自分が頭の中

で考えた物の形を他人に伝えるにはどうしたらよいか

という考え方で……

｡そして，物（立体）を平面に表示することについて，

徹底して学習させる。（フリーハンドで絵画的にあら

わす方法で）

｡特に，項目としてとりあげて指導しないで，必要に応
じて指導していく。

･図面の種類

･スケッチによる表示

･模型による表示

ア．表示の方法

製図板，Ｔ定規，三角定

規，ものさし，コソパス，

デバイダー，鉛錐などの

使用法および用具の配置

イ．製図用具の使用法

つまり，形，大きさなどが正確に書きあらわされる

ことをねらうので，きれいに書くようになることで

はない。したがって，線引き練習，文字，数字の練

習といったものはやらない。

③ＪＩＳなどの製図通則は最小限必要なものだけ知

らせる。

④実物，又は立体模型をもとにして描図読図をさせ

る。

⑤製図学習と加工学習の結合をはかる。

⑥生徒に，問題意識（どうするんだろう，どうして

だろう）を持たせて指導できるようにする。

ｄ）製図の学習内容

指導要領に示されている基礎的事項について，次のよ

うな考え方にもとづいて指導しようと考えて，指導の計

画を立てた。

･寸法線，寸法補助線

･矢印，寸法数字

･各種記号，寸法基準綴

オ．展開図

毎
回･綴の二等分,垂線平行線，

課分の．任意等分，角の二

等分,正三角形，正方形，

正五角形，正六角形

･三角柱，三角すい

･四角:住，四角すい

･円柱，円すいなど

エ．平面図法

｡板金工作の前段階で指導する。

1２

｡第三角法についての承指導し，第一角法については混
乱をさけるため，数学科へまわす。

｡物の形を自由に表示できるようにするたあ，斜投影
法，等角投影法，不等角投影法を新たに加えて指導す

る。

｡寸法線，寸法補助線，矢印，寸法数字については製作

図の中で指導する。

｡その他の事哀については必要に応じ取り扱う。

．第一角法

・第三角法など

力．投影法



立体を，絵画的に書き

１
１

(図面を書く時）角度，円弧の寸法

細部の寸法

関連寸法

･対称寸法

でかきあらわす

a）なるべく３つの面が見えるように

･用紙の大きさ，尺度，図｜･製作図と名称を改め，製作するものを表示する中で指ク．エ作図

面の形式，図面の配置，｜導する。

。組立図，部品図の指導を２年から移して指導するｃ作図の順序

。ドリルの為の作図は，教科書などの図面を写図させな

いで，爽物を計測させて作図させる画

。ＪＩＳについては，寸法，記入法，工作法などの中でケ．図面と生活との関係｜・日常生活と図面

日常生活と日本工業規絡Ｉ指導す為。

容を検討して指導計画を立てた。教科書（開隆堂版）に

よる指導計画と対比して示すと下図のようになる。

Ｂ、新しく計画した指導計画

e）製図の指導計画

前述のような指導のねらい，留意点のもとに，学習内

Ａ、教科書による指導計画

ｂ）平行の保存一平行な辺は平行に力、

おいてかく

~~１

’７百

f）指導過程

－，(懸懸蜜壷
1.絵画的な方法でものを｜①物体Ａ，Ｂをフリーハンドで白紙に書｜・予備知織を与えないで自由に描かせる

菱う

べく３つの面が見えるように

かきあらわす。

・フリーハンドで色だな

ａ）なる

あらわす方法
図能力を菱う図能力を

･次の４つを指導の重点として簡単な描

お い て か く

(物俸蝿謹麓灘鶴
②立法体,直方体;円柱をプリ岩ハンド

でかきあらわす

１３

らわす。

な方法でも

b）平行の保存一平行な辺は平行に力、

きあらわす。

’
１，

１． 絵画的

かきあ

①物体Ａ，Ｂをフリーハンドで白紙に書｜・予備知識を与えないで自由に描かせるのを

・フリ ーハンドで色犬

立体を，絵画

あらわす方法

的に書

な
き

学習頚目，内容 学習活鋤 ｜指導上の配慮由

学習項目

1.考案設計

2.投影法

学習 内 容

｡考案設計と物の製作

。設計するもののあらわ

し方

。物の表わし方

｡投影図のかき方

･第三角法

･第一角法

･斜投影法

・等角投影法

･透視法

ねらい 学習項目

1.絵画的な方法

でものをかき

あらわす

2.投影法による

あらわし方

(簡単な木工作）

学習内容

。フリーハソドで色六な

立体を絵画的に書きあ

らわす方法

｡斜投影図,等角投影図’
(不等角投影図）

か き 方

｡第三角法

（
･線の種類(形）

･図面の省略と記号

ねら’,、

3.製図 。線と文字のかき方

(:態篭の使嬬溝
。平面図法

。展開図法

・寸法の記入法

｡製作図のかき方

。日常生活と図面

。日常生活とＪＩＳ

3.製作図

(簡単な金工作）

'4.考案設計

。平面図法

（・製図用具の使用法）

｡製作図のかき方

Ｉ
･寸法の記入法

･線の種類(太さ）

･組立図・部品図

表わし方



I“

く

③いろいろな立体をフリーハンドでなる｜ｃ）垂線の保存一垂直線は垂直にかく

d）円は長円状に見えるベく１つの図であらわす。

題材 はじめは方眼紙にかかぜ次に白紙(こか

1.各辺が直角に直綴で交わる立体 かせる。

2.直線と斜線でかこまれた立体 ･題材としての立体は易から難へ，又，

3.円弧と直線でかこまれた立体 必ず実物，立体;模型を見せてかかせ

4.曲面を含む立体 わ｡

］

癖
挺

3.円弧と直線でかこまれた立体

4.曲面を含む立体

③いろいろな立体をフリーハンドでなる

べく１つの図であらわす。

題材．

1.各辺が直角

2.直線と斜線

に直

でか

線で交わる立体

こまれた立体

かせる。

く

ｃ）垂線の保存一垂直線は垂直にかく

ｄ）円は長円状に見える

．はじめは方眼紙にかかぜ次に白紙(こか

材としての立体は易から難へ，又，

ず実物，立体;模型を見せてかかせ

･題

必

る。

2.投影法によるあらわし

方

･斜投影図，等角投影図，

(不等角投影図）のか

き方

･第三角法

（
課の種類(形）

図面の省略と記号

3.製作図

･平面図法

(製図用具の使用法）

＜簡単な金工作＞

･製作図のかきかた。

･寸法の記入法

･線の種頬(太さ）

･組立図，部品図

4.考案設計．

･設計の条件

･設計するもののあらわ

し方

①立方体，直方体，円柱を斜投影図，等

角投影図でかきあらわす方法を知る。

②いろいろな立体を斜投影図，等角投影

図であらわす。

③実物（木製の小箱）を投影図でかきあ

らわす。

＜小箱の製作＞（簡単な木工作）

ｗｌ鵜:…
を前から見た図を中心に譜きあらわす

方法を学び，複雑な形の立体をかきあ

らわす。

⑤見えない部分のあらわし方を知る。

⑥なるべく少ない図面でものの形をあら

わす方法を考える。

⑦第三角法によって書かれた図面を見て

その立体の形を考える。

①製図用具の正しい使い方を平面図法を

かきながら学ぶ

②正六角形の図を製図用紙にかく。

＜金工作＞（上のものを厚紙とアルミ

板で製作する）

③木箱の製作図（組立図と部品図）を書

く。

･尺度，りんかく線，標題らん

･第三角法でかく（図面の配置）

･基準のとりかた

･寸法の記入

･検図

④機械部品の図面を読む。

⑤Ｖプ1コックの製作図をかく。

・ブロックをフリーハソドでスケッ

チする

･寸法を測る

．製図をする

①花器を考案設計し》製作図をかく。

ノ
ー
Ｉ

･設計のしかた

･考案設計

･製図

･方眼紙，菱脹紙を使って識かせる。

･前段階の学習を発展させて，正確に書

きあらわす方法として学ばす。

･簡単な木工作（木材加工オペレーショ

ソとして扱う）

木取り

部品加工

組立，塗装

･左の様な形で第三角法を教える。投影

図の原建から入らない。

･線の種類は見えない部分をどうする

か。対称形や門を含む立体はどうあら

わすか，という問題場面で指導する。

･読図能力を養うため，図面を与えて，

数多い立体の中から正しいものを選ぱ

せる。

･ここから製図用具を使って図を書かせ

る。それまではすべてフリーハンドで

かかせる。

・金属加工オペレーション

けがき

切断

･フリーハンドで方眼紙に下書きをさせ

る。

･製作上必要な大きさ寸法基準，釘の位

置，標題らん，部品表などに重点をお

いて指導する。

･検図にあたっては，鯛くる観点をはっ

きりさせてきびしく検図させる。

･製図の順序にしたがって，正確に能率

的に製図させる。

･設計から製図へと総合的に扱う。

．この学習は加工学習へつながる。
』

･夏休拳の課題として取り扱う。



○ドリル

指導メモ

唇

1５

１辺が50mmの立〃体を

基本形とする

２～10は１を堆本にし

て作るしたがって１が

２コ集まったものが２．

である。

1．立体棋型(破水）

§

－

、ジグ
、〆

~卓

－１

■
、

○ｋの模型を投影図であらわす

この中で項目④を指導する，また正面図の

選び方についても琴えさせる。

７

FQ

］

3．投影図によるあらわし方の梼募

○問題提起のための模型

2．実物縦JW』：バイーフ，Ｖブロック，機械部1W，



○便苔の比：たて３：よこ２

○素材＝長さ×幅×厚さ(nm）

500×50×10(ラワン材）

ベニヤ板(底板として使う）

Ｃオペ

征木取り一分割，切断(平面けずりはしないノ

②部品加工一木口切り、こぱけずり

値組立・塗装一くぎ打ちつけ、速乾ニス仕上Iｊ

指導メモ

グー

Z６

4．製図用具の正しい使い方の指導

○基礎練習●Ｔ定規三角定規製図仮の組み合せによる線のひき方

●円弧のかき方

●平行線のひき方

○上のことは基本として指導しておく。以下は平面図法などの実際の図而を群きながら

課得させる。

5．木箱の製作一木材加工オペレーション一

g〕

１．

２．

。平面図法（正六角形）の図

・木箱の製作図

。Ｖブロックの製作図

3．機械部品の図面（読図）

4．花器の写真

資料

指導メモ

生徒作品

。物体Ａ，Ｂを書いた図

・フリーハンドで書いた図

･正確に投影図で書いた図

6．金腿加工オペレーション

①けがき一センターポンチ，けがきコンパス，鋼尺，けがき針

②切断一金切りぱさみ

○厚紙で作る場合と比較しながら，工具，工作法について考えさせる。

○材料.(まアルミ板を使う。

印

『
一

戸
、
『



ミ

2.これから示すIWI物をフリーハンドで藩き索さい

．(影ぱつけない。線を１本でかく）
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３能力差をどうとらえるか

Ｉ加工学習をすすめて，目立つことに作業の早さがあ

る。能力はいわゆる技能とちがって事前の練習を必ずし

も必要としないといわれることから考えると，･作業の早

さの相違はどこからくるのか，早い生徒はどこかで練習

されているのか疑問に思う点である。

２０

４能力差にどう対処するか

考案設計から始まる加工学習において，生徒たちが考

えた榊想図が製作図へとすすむとき，まず構想図におい

て修正が必要である。

これは能力を無視した複雑なものを考える傾向がみら

れるからである。

次に製作図をかく段階では，図面はかけても工作が可

能かどうかの見極めにあいまいさがあり〆細部にわたっ

て加工法を考えながら製図するということができないこ

と，また作業時間数と自分の作業スピードとの見当が今

かず工作物を大きなものにする傾向もみられるなどの実

能力差に応じた木材加工学習の実践

－飾棚の製作を通して－

牧 島高夫

A零宥

２技術的能力をどうとらえるか

技術的能力とは技術家庭科教育でねらう能力であると

思うが，技術をどう考えるか，どう規定した立場に立つ

かによって，そのとらえ方が変わってくる。

だから技術をどうとらえ，考えるかという技術の根本

にかえって考案しなけれらならないが，その考察は省略

して，技術家庭科教育でねらう能力を考えてみると，能

力のはたらく場面は，物のしくみを考え，物をつくりだ

す場面にはたらく能力と，ものの機能を充分に生かし，

発揮させるように，合理的に使用する場面にはたらく能

力と大きくはこの二面であると思う。

木材加工の単元では，物のしくみを考え，物をつくり

だす能力の独得と伸長をねらいとしたい。

厚
■
ｒ
‐
も

しかしこの作業の早さは学習にとりくむ，生徒の意欲

的な学習態度が大きく影響していることは確かである。

だから単なる技能を能力差ととらえることは，一面の

みをとらえることにしかならないので，ここでは，技術

的能力という面でおさえたい。

次に目立つことは，加工の正確さである。

早くて正確な作業が望ましいが，実際にはごくわずか

な生徒に限定されてしまう。作業は遅いが正確さは確実

であるという生徒には落ちついた生徒に多いようであ

る。これらも技術的能力と考えるとき，作業の進度にち

がいを生じるのは，消極的な生徒，部材の製作に失敗し

た生徒，･作業手順を無視しがちな生徒，早くものにしよ

うとあせる生徒，１つ１つの過程を大･切にして着実にす

すめない生徒などと，その個々の様相があらわれてきて

いる。

ひとりひとりの生徒の能力をどうとらえるかは一年生

の始めての加工学習ではむずかしいが，まず考案設計の

とき目的とする図面が，およそ正しくかけるかどうかと

いう点から能力差をとらえ，必要によって設計変更など

を指示する指導が具体的には必要になってくるものと思

う。

１はじ めに

木松加工の実習題材は１年の本立，２年ではこしかけ

が多くとりあげられているのが現状と思われる。

ところが本立に例をとってみると，本立は小学校で扱

われたという場合が多く，題材に対する新鮮さがなく，

主体的な学習が行なわれがたい。

そこで生徒の興味と能力を考慮して，意欲的な学習が

すすめられるように，飾棚の製作を題材としてみた。

しかし木材加工における個有の生徒の能力をどうとら

えるかなど，基本的に分析されない問題をひかえ究明の

困難さを感じながら，実践途上の報告をすることをはじ

めにおことわりしておく。



､

態から，個々 にわたっての指導が必要である。

また製作図が実物大でないため，本立のように身近な

もので，実際に使用して知っているものはよいが，新し

く考案するものにおいては，図面にあらわれた形状と実

際にできあがったときの実物とを対比してみる，できあ
がり作品の実態的なイメージをつかみ難いというのが，

実状である。

以上のような実態をふまえて，図面の修正や変更がな

され，製作に入るのであるが，前述したような作業進度

の問題，正確さなどの問題とさまざまな様相をもって授

業はすすめられる。

要は毎時の生徒の実態をよくはあくすることが，能力

差に応ずる指導の基本となるもので，これは本時の学習
を成立させる不可｢欠の必要条件となるものである。

なぜならば学習を成立させる条件には，この他環境条

件など大切なことであるが，学習の組織系統は主体者で
ある生徒の素地を見抜くところに，無理のない，また能

力を発揮させる活動が期待できるのではないかと思うの

である。

本時の学習を成立させるものは，前時の学習によって

身につけられた素地である。即ち評価の結果である。

評価結果を学習に生かして，ひとりひとりの生徒をみ
ていく，これが能力差に応ずる指導の基本的な姿勢では

ないかと思う同

５学習の流れの概略

１年木材加工飾棚の製作

指導区分とおもな内容

１導入

。木材加工と日粥生活
ｌ－

ｌ２考案設言卜

|：塗皇駕蕊礎った"の樵”

時間

１

§

。瀧想図の‘修正

。 製 図

３製作

。 製作準備

・材料の種猿と性質

製作工程

道具の種類としくゑ

部材の加工と道具の‘使用法

。部材の製側作

・おらけず，り，すみつけ,切断,修正，

歌がき

。組立

組立順序の確認

製板取付け（塗装後）

くぎ打ち組立

寸法の確認，修正

。塗装

目どめ，着色，ニス塗装

木目出し，・承がき仕上

４ 整理，反省

。作品の考察反省

。評価のまとめ

3０

１

６本時案と前時の実態

（,）単元飾棚の製作（40時間中の第29時）

（２）学習問題塗装はどのようにすればよいか

（３）学習活動組立，目止め，着色，塗装を各人の進
度にしたがってすすめる。

（４）ねらい飾棚の組立，目止め，着色，塗装がで
きる。

（５）指導上の留意点

①ニスによる塗装は小学校時代に経験はあるが，

種類などの方法の具体について確認する。

②部品みがき，組立の生徒の進度に配慮する。

（６）展開

罵讐憾諺｢撫羨瀞
程 時l閏 学習内容 評 価

塗装の目的

･虫に食われないようにす）る

2塗料にはどんな種類があるか 塗装の種類

．ニス・ペソキ・ラッカー (プリント〕

、カシュー・ウレタン・うるし 10ノ

塗装の方法｜学習内容が

わかったか

2１



各人の進度

と作業の実

態を机間巡

視により観

察する

より組立，薪｜・ガラス鍬ぞを合わせ馬

各人の進度に６組立で注意することは何か． 組立作業実習作業

使用場所，色，経済性

1 ４１○’’４１○’’’’'○｜｜｜｜欠席１日のため遅れる
１

１×
画

2２

後日ペーパ

ーテストに

よる

･塗料はうすめて使うと使いよく，むらなくぬれ

‘３

･塗料に適した刷毛を用い，木目にそってぬる

･たんぽぬりは仕上げによい

同じ場所をつづけてぬり重ねない

(教師示範〕

4飾棚には今回はニスをぬる

区

刷毛の処理

理はメチルアルコールで洗う

･その他の方法はないか，缶に入れておく方法＆
１０ノ教えておく。

－｜

欠席１日のため遅れる

8塗装で注意することは何か

｜’

二 言

目止め作業

麓慧:｡'?爵懸悪戦聯…

9安全に注意して作業する

着色作業

塗装作業

･ む ら な く ぬ 馬

･染料を衣服につけない，よごさない

以下次時につづいて作業

｡厚くぬり過ぎないようにする

30J

(第29時）生徒の作業実態
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＝１

ｌ－Ｌ2４

画

１
１

１
１

ゑぞつけ失敗あり

と材料，および構造の関係，使用目的と条件など同一の

要素である。

荷重については上板の固定法と上側板と飾天板の組み
合わせ方で基本的な事項が指導できる。

なお組立の順序を考えさせる場面では本立より思考を

はたらかすことが多くなる。

精度については，ガラスみぞを設けることによって，

本立より精度を要求することができるという利点があ
る。即ち組立のとき，底板，側板，上板が１ミリずれて
もガラスが側板のみぞに完全に入らないことになる。

２３

。生徒の実態についての考察

本時が初めて塗装に入る時間である。このときの作業

進度の差がわかる。本時に組立に入る生徒と本時に塗装
に入る生徒との間では，およそ５時間くらいの進度差を
生じている。

フ飾棚について

‐題材のもつ学習要素

飾棚の製廠作過程は，板材の切断，かんな削り，組立，

塗装であり，本立とも同様に木材の性質と工作法や荷重
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．但し，完全に入らなくても見苦しいことはなく，飾棚

としての使用目的は果してくれる。これはガラスみぞの

巾を広くすることによって，粘度を１～2.5ミリくらい

に変化させることができるので，能力差や，生徒の実態

に合わせて，ガラスみぞの巾を変化させれば解決できる

問題で，生徒の実態に合わせてやればよいのである。

この実証では，ガラスみぞの巾は３ミリで，厚さ２．７

ミリのガラスを入れるから，組立誤差は0.3ミリとかな

りきびしいものである。

２材料板

題材が飾棚であるということから，木目を生かすこと

がよいと考えて「しおじ」材を使った。材質が堅いの

で，かんな削りに抵抗が予想されるが，砥きあげられた

かんなを使用すれば無難である。

生徒１人分の材料は次のように限定した。

材料寸法(しおじ） 枚数 ｜鮒着
１８×145×２０００ １ 本体に使用

１２×１０５×５００ １ 飾板または支柱に使用

１２×３０×２０００ １ 台枠と支柱に使用

ベニヤ板約25×300 １ 裏板に使用

カラス約25×3001ユ

材料費は，約600円但し布は別

裏板のベニヤ板には，カーテン地，着物地，洋服地な

どの半ば切れをのりづけしてバックの装飾とした。
３塗 術

作品が飾棚ということで本立とはちがって塗装には配
意したい点である。塗装にはニスを使用することにして

次の観点に立って計画した。

（１）木目を生かすようにする。

（２）着色は派手にならないよう，古代色の感じをだ

すようにする。

（３）塗装は厚塗りしないようにし，塗装によるつや
はあまりださないようにする。

塗装で苦心した点は着色であった。始めは水性着色を

計画して，色を派手にしないため茶紛とオーラミンに松
煙を加えて実験してみたが，掻煙は混合しにくいので，

遊離してしまい着色が困難であった。

そこで生徒には市販の油性藩色剤に黒エナメルを調合

して着色させるようにした。これは比較的むらなく塗れ
てよかった。

ニスは着色を保護する程度にし，三倍くらいにうすめ

たものを一二回塗り塗膜が厚くならないように配意し

２４

た。

木目を生かすために目止めはニスが完全乾燥してから

行ない，木目を白くだすには，白墨をすりこみ，黄色に

だすには，とのこをすりこませるように指導した。

すりこみ後，からぶきをして，ケントクなどでつやを

だすようにした。

４その他

飾天板，飾支柱，台枠の前面には能力差に応じて，そ

れぞれ糸鋸盤を使用して，変化をもたせるため曲面を作

らせた。

底板と台枠との取り付けが問題になるが，この部分は

くぎを用いずに，接着剤のみで接合したが機能的にも充
分である。

くぎの本数はできるだけ少なくするようにくふうさ

せ，美観をそこなわないように配慮した。台枠の枠組に
-曲由詮全１A凸角“生Ｉ丙両面▽■喧唖守丙弔丁、両詞画雫

完成に近づいた上位生の作品
_T宝ＴＪ画工客▼守rマワヲ定一言ー

DＰ

三．
Pdきご、毎朝

完成した上位生の作品

JZ言



４失敗した場所はどこか，どんなところか。

・組立に変化があっておもしろい。

・本立は簡単過ぎる。

．少しむずかしくておもしろい。

．今までにつくらなかったから。

．いろいろくふうができるから。

・やりがいがある。

本立がよい理由

・簡単ですぐできるから。

．一度つくったことがあるからつくりやすい。

(木工作のきらいな生徒からだされている）

生徒の中間反省第31時（41名）

１製作で一番むずかしかったところはどこか。

1０１
－０

人
人
人

２
７
３

２
１

『

一
一

かんな削り

直角がでなかった。－－２０名

かんなけずりで，さか目をおこした。－６名

ガラスみぞが合わなかった｡６名

寸法まちがいをした。５名

くぎがでてしまった。４名

けずり過ぎてしまった。４名

組立のとき直角がでなかった

鋸引きによる切断一

6堀

-10人

－８人

飾支柱の切断と取り付け－

ガラスみぞを合わせて打つこと ９実践の考察

１能力差に応じた指導について，

木材加工における能力は，本単元の場合，飾棚をつく

ろうとするとき，どのような構想を立て，どう具現する

か，その過程の中で能力をとらえなければならない。

ここで作業の進度や正確さが能力の差としてあらわれ

るのか検討しなければならないが〆個人差のあらわれる

場面を次の六項に想定した。

①形の決定が自力で，できるかどうか，製作図がか

けるかどうか。

②図面どうりにできるかどうか。（糖度は別に考え

て）

③飾棚として一応まとまった形にまとめられるかど

うか。

④精度をどのくらいにおさえられるか。

⑤作業進度に大きな差位を生じないか。

⑥‘作品を自力で完成し得るかどうか，途中でなげだ

してしまうようなことはないか。

作業スピードの問題は形が簡単であれば早くなるし，

精度の問題も手作業を少なくして，機械使用をくふうす

ればかなり解決される問題である。

このように考えると，手作業による能力差と，機減作

業による能力差と区別されるものか，ただ単に上手に早

く仕上げることができたから能力があると評価されてよ

いものか，一概にはいえないと思う。

製作過程における思考の変容を記録にとどめさせるこ

とが大・切なことである。

ここで能力差に応ずるということを，どう考えればよ

いか。お前は能力があるから複雑なものを作ってもよ

い，お前は能力が低いから簡単なものにせよと，指導は

しても，製作過程の中に能力をより伸ばす指導がなされ

なければならない。その過程の評価を大切にしたいもの

である。これに製作途上の中間反省，即ち自己評価がか

お

４人中段のとりつけ

本立は一度つくったからおもしろくない。

２もう少しこうすればよかったと思うこと。

・すきまをなくしたかった８人

． もう少し大きくし たかった－５人

・くぎ打ちをしんちようにやればよかった－４人

・製図をしっかり書けばよかった。－２人

３失敗したところがあるか。

イ飾棚がよい。－

ロ本立の方がよい。

飾棚がよい理由

1名４ある（全員）

名
名
名

４
３
３

４本，本体の接合で19本～22本以内にとどめるように指

示した。

ガラスは寸法が全員異るので，共同購入をとりやめ，

個人的にガラス屋で入れてもらうことにした。

35名

５現在までのできばえは自分としてどう思うか。

イ大変よくできた。（思ったよりよくできた）

８名

ロ自分として普通だと思う。２１名

ハ思ったより上手にできなかった。-12名

６本立の製作と飾棚の製作と，．作ってみてどちらが

よかったか。（本立は小学:佼時代の製‘作）

木口けずりで，端が割れた。

.、

ポンドをふきとるのが不充分で着色むらがでた。

組立ってみたら全体のバランスがよくなかった。

２名

面とりを忘れた部材があった。



なり参考になった。

製作上の困難点を，生徒はどのように解決しようとし

たか，また解決したかをみることである。

作業スピードは遅くても，作品のできばえはあまり感

心しなくても，彼は何を考えているか，道具の使い方１

つにしても，どうくふうしながら作業しているかという

技術的思考を重視して能力を見定め，ひとりひとり異る

生徒の様相をIま握しながら製作をすすめることが能力差

に応じた指導ではないかと思う。

能力差に応じた指導ができたとしたら，その結果はど

うであろうか。生徒は生きいきと学習にとりくみ，主体

的に学習するであろう。

であれば，主体的な学習活動の姿は，学習に全力を傾

注した子供の姿ではないか。

製図の場而で付記しておくが，本立なら低位生でも形

の概念をもっているので，形の決定で困ることはまずな

いが，全く新しい形を構想するときには，かなり抵抗が

予想されたが，作品の一例を提示することにより解決さ
れた。

自分で考えて，まだ誰にもわからない形を友達にもわ

かるように表現しようとするところにも製図学習の意義

を感じる。

２まとめ

現在実践の途上で，生徒の中間反省など変わってくる

点もあろうかと思うが，他教科では能力差を特に感じ，

意欲的でない生徒も技術科の時間には目をかがやかせて

いる。こんな生徒に始めからお前は，能力がないからと

はいわないが，もっとやさしい簡単なものにしなさいと

いうのは酷ではないか。勿論，簡単なものでもいくらで

も差位をつけることはできる。

こう考えると能力差に応じた指導は精度の問題で差が

つけられてくると思う。いずれにしても自分が作った作

品に誇りがもて，自信をもって発表され，学習のよろこ

びを味わわせたいものだ。

助け合い学習が自然の姿で行なわれる場面は美しいと
思う。

おわりに，半ば組立が完了した飾棚を机上において，

学習にとりくむ，生徒が一年生ではなく大きくみえたと

部材の名称

⑧

|名称 寸法

④ 底板 １５×１４０×４７５

、 １０×２５×４２５

⑧ 側板(左） １５×１４０×２２０

〃（右） 15×135×2２０１
ｅ |裟板 250×３０５

⑳ 上板 １５×140×４７５

④ 飾天板 １５×１４０×３６０

① 飾支柱 10×滴寅×160

⑦ 上側板’ １５×140×１６０

⑪ |中段 １０×６５×３００

② ガラス難ぞ 巾３ミリ深さ４ミリ

④ ガラス 2.7×２２５×２８４

2６

数量

１

２

１

１

１

１

]．

倫 考

|,上面の前面にガﾗｽ率ぞがつく
－

この他に側面に１０×25×130が２板Ｉ

前面内側にガラス承ぞがつく

ガラスが入る逃げだけ巾がせまい

ベニヤ板適宣布を張る

前面内側にガラス承ぞがつく

系鋸盤でデザインをする

１ |木の枝を使うのもよい
１

１

２１

１ 砥石で面とりをする

いう感想をいただいたが，

子供をより大きく伸ばして

やりたいものと思う。まと

まらない報告ですが大方の

御批判を願う次第です。

ﾛ雁冒
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記念講演「1970年の教育の現状と展望」大槻健氏

分科会技術家庭，言語教育，作文，社会科，算数数学，理科，美術，音楽
保健体育，外国語，生活指導，障害児，幼年，学童保育，教育運動，地域文化

会喪参加費500円，父母・学生300円

申込先埼玉県所沢市喜多町11～１８川辺方関東地区民間教育協議会事務局ＴＥＬＯ４２９～22～9506
〔あゆみと御案内〕
関民協集会は今次で５回になりますが，それ以前の関東教科研究集会とつなげると14回になります。その第１回
が開かれたのは1956年（東京集会）でした。この関東教科集会も畿多の変遷ののち1965年，今迄の一団体の集会
から，関東地区民間教育研究サークルの集会にすることが急務となり，関民協が組織され，１０回集会を第１回関
東地区民間教育研究集会として，神奈川湯河原で開催し，昨年の長瀞集回につづき５回を迎えました。産教連で
も，この集会を成功させるため，技教研，家教連と連絡をとり，本間正彦，熊谷穣重氏に男女共学についての提
案を依頼し，原正敏，向山玉雄氏を助言者とし，家庭科との合同分科会をもつことになりました。関東地区とな
っておりますが，全国各地から参加されることを期待します。１１月上旬に案内書ができますので，上記事務局ま
たは産教連事務局あて申し出下さい。

２７
画

１
１
１
１
１
１
１
１
１

叫

(長野県下伊那郡M|}町立鼎中学校）

慰
府Ｅ

一第５回関東地区民間教育研究集会への案内

教育の本質を明らかにしよう一民族的，民主的，科学的教育の確立をめざして
1970年１月５日（月）６日（火）

墨田区民会館都立本所高校

ヂ
ユ

|＝

９１０１１１２１２３

６日 分科会 昼食 記念講演

９１０１１１２１２３４５６７８９

１１弄|聯|震｜””'雀｜‘‘|…い’5月
受
付

はじめ

の集い
分科会 夕食 夜の集い



技術学習の比較実験授業 (その１）

一構造化を試みた授業と学習指導要領を

中心とした授業との比較一

Ｉはじめに

技術・家庭科における実践的教育研究は,､設備・施設

の改善あるいはその効果的な利用法や，学習指導要領に

示されている個々の内容の技術修得の進め方等が中心を

なしていた感があった。

確かに，それらの内容も，技術・家庭科の学習を，実

践的に押し進めて行くためには前提条,件にはなり得よ

う。しかし，私はその研究内容にやや疑問を持たざるを

得ない。その理由は，①この教科の歴史的背景が極め

て浅く，したがって，指導要領に示されている個々の内

容の肯定の上に立って研究する前に，技術・家庭科の性

格・目標を，技術学の立場から具体的に押え，それにも

とづいて教育内容を編成し研究して行かなければ技術教

育として確立し得ないから。そのことは，中学校教育に

おける技術・家庭科の位腫づけをより確かなものにして

行くことにもなる。②もう一つは，現代社会における

生産体制の高度化された内容と技術・家庭科の内容とを

労働の面から関連づけての研究が極めて少ないことであ

る。実践を主体にした学習がこの教科の中核をなすもの

であれば，その実践的内容をいま一度緋造的に検討し，

今日的生産体制との関連において内容を編成して行く必

要がある。

以上のような理由にもとづいて，昭和41年４月より３

か年計画で次のような比較実験研究に取り組むようにな

った次第である。以下その概要について述べてみる。

１．実験研究の目的

技術・家庭科の究極のねらいである，現代生産社

会に適応できる実践的創造力・態度を身につけさせ

るには，現行の学習指導要領の内容を大幅に変更し

て（もちろん，各学年に配当する総時間数は比較学

級と同じである)，教材の精選とその配列を，技術

学の立場およびこの教科のねらいから押え，重点的

２８

梅 田玉見
一一巳■凸嘩哩一■画一一■■＝■

な指導を行なうことによって，その目的を達しよう

とする。

そのためには，

①すべての教材を，技術学の立場および技術・

家庭科の目標に照して精選し，系統的に配列す

る。（教材の総造化）

③過程を重んじた指導形態をとる。（指導の総

造化）

2．実験研究の仮説

教材を技術学および教科の目標なかんづく創造性

の両面から精選し，その内容の構造化を行なえば，

多くの教材を取り扱わなくても転移性の高い基本技

術を修得させることができ，結果として，実践的な

創造能力・態度を育成することが可能である。現行

学習指導要領では，かなりの教材を実践という名の

もとに，平面的に学習することによって創造能力・

態度を育成しようとしているが，結果的には思考を

．伴う試行錯誤の過程が少なく，したがって，その意

図している目標が効果的に果されていなかったと思

われる。

以上の目的と仮説の上に立って本研究を進めて行っ

たのであるが，研究の報告は，一応第１学年，第２学

年，第３学年と分けて記述することにする。

次に実験クラスのカリキュラムと指導要領に準拠し

たクラスのカリキュラムの表を掲げておく。

実験カリキュラム

分野 内容

第

学

年

1.設討・・製

ロ

指導要領準拠カリキニ
ラム

分野 内 容

(1)表示の方法

(2)製図用具の
使用法

Ｌ

歩胃Ｐ



１

b

年

学

2９

ツクエソ

の製,作

ライバー

製作

んちんの

作

属加工と
活，生産
の関係

図の韮磁

〔15時間） 金
の
⑯

ｐ

第

1)材料
学

2)工具
第．

3)基本､木
年

錘

(２

学

(1)金閥材料(1)本立の製作

1)金脇材料

2)接合材料

2.金屈加工ｌ用法

11)ちりとりの

ｋ

第

【1)木材(1)材料

【2)荷重と構造(2)工具・機
の継造と１

１

械
使
法

(25時間）

(7)工作法

Ｉ

２

の基礎｜(3)基本加工

用法
年

製作

(6)工作機械の
，使用法



Ⅱ

３交流

‘電気工作|側騨…
:蕊)''２潔懸

恩､総

（３

鰯Ｉ
気回路をも
つ通信機器
などの製作

3)農業機械の
操,作。運転
などを含む
作物の育成
実習

第１学年における実験内容とその報告（比較学級の

内容については現行のままであるので省略する｡）

１実験研究の仮説

（１）設計・製図で，その基礎のみを押え，投影図を

かく能力とその読図力とを重視した指導法をとれ

ば，具体的な工作物のかき方やＪＩＳ規則の長所

が自然発生的に導かれてき，製作過程の中に具体

化される製図力として生きる。

※具体例……簡単な物体の正投影図と見取図

との関係をしっかりと押えれば，複雑な物

体の投影図をかく能力，読図力へと発展す
る。

(2)製作の基本過程を重視した指導法をとれば，個

の々技術の棚互関係が把握でき，その内容は，基

本技術をふまえた上での発展性をもつ。

※具体例……基本となる加工技術の訓練とそ

の定蒋化を行なえば，その技術は，簡単な

製作物の中に具体的に生かされ，意味づけ

（検証）されながら，更に複雑なものの製
作へと意欲を起こさせる。

(3)系統化された技術を１１Mi造的にとらえ，段階を追

って指導すれば，その技能と考え方は，製作の中
に転移性をもって生きる。

※具体例……基本製図の反復練習→基本加工

技能の反復練習→投計を伴なう具体的な製
作物の製作練習。

２学習指導の中心目標

中心目標は，基本技術にもとづいたところの，実

践的な創造能力・態度を育成することにおいた。す

なわち，具体的には

（１）投影図をかく能力およびその読図力を養い，木

工材料の性質や加工法と密着した製図力を育成す
る。

（２）木材加工の基本技術をふまえた上で，本立・工

具箱・腰掛の製作をさせ，設計のし方，材料の使

い方，機械・工具の使い方や加工法の応用力を育
成する。

（３）板材の加工から角材の加工へと発展することに

よって，実践的な創造能力・態度を育成する。

３指導計画

（１）実験期間昭和41年４月～42年３月

（２）実験学級本校第１学年Ｂ組男子24名

（比較学級同Ａ組男子24名）

（３）指導内容

１年～３年を通して，教材を次のような視点お

よび手続きによって勝成することにした。

①その学習の中心間標を明確にする。

②学習内容を形成する基本要素を，中心目標に

照して取り出す。

③その基本要素を系統だてる。

④更にその基本要素の娠移の可能性を検討し，
少ないものは除外する。

以上４つの視点および手続きをあげたが，中で

も中心目標が明確でかつ韮本的で発展性をもつも

のであればあるほど，基本要素も系統だてること

ができ，その学習結果の転移性もまた大きいとい

う立場に立って具体的な実験カリキュラムを作成
して行なった。

第１学年の指導内容（教材機造〕

韮本要素題 目（教材）韮本要素

1．設計・製図の基礎１．製作過程における設計・製図の重
（１５時間）要性とその相互関係

（１）考案・設計２．図面総成の基礎としての平面図法
①設計と製作の原理とその作図力

②表示法３．斜投影法の原理と物体をこの図法
（２）平面図法によってかきあらわす技能

（３）投影法４．正投影法の原理と物体をこの図法
①斜投影法によってかきあらわす技能
②正投影法’５．斜投影図と正投影図との置換力

3０

中心目標Ｉ:ド心目標備考

1．物体を平面にかき１．プログラム学習の

あらわす能力（正投形態を中心にして指
影図）と，平面に力、導する。

きあらわされた図を２．展開図は２年で指
立体に還元する能力導する。

（斜投影図）とを菱３．エ作図は「木材加
う。 エの実際」のところ

｜鵠擬懸
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2．木材加工の基礎

（25時間）

（１）材料

①木材

②接合材料

③塗装材料

（２）工具・機械

①工具

②機械

（３）基本加工法

①木取り

②切断

③切削

④組承立て

⑤塗装

1．木材の性置と加工法の関係

2．接合材料・塗装材料の性質とその

使用法

3．工具・木工機械の機能上および形

態上のしくみ

4．木取りの華本技能

5．のこぎりによる切断技能

6．かんなによる切削技能

７．の象による切削技能

8．組み立ておよび塗装工程のしく桑

9．かんな・の象の手入れのし方とそ

の技能

3．木材加工の実際１．本立の製作を通しての，手工具に

（65時間）よる加工工程と工具の使用技能
（１）本立の製作２．本立の製作（手工具による加工）
①考案・設計．から帰納される図面のかき方（斜投
製図影図）

②製,作３．工具箱の製・作を通しての，機械に

③整理よあ加工工程の特長を，手工具によ

（2）工具箱の製作る加工法と比較させながら得させ
①考案・設計．る。

製図４．工具箱の製作（機械加工）から帰

②製作紬される図面のかき方（正投影法に
③整理よる組立図）

（３）腰掛の製作５．題目1.2.および3.の(1)の基本技能
①考案・設計．の総合的な使用力とその応用力

製図６．腰掛の製作を通しての共同作業方

②製作 式 へ の 態度（正投影法による組立

③整理図，部品間）

（４）木材加工と生活７．加工産業と生活との関係
・産業との関係

２指導法

第１学年の学習指導だけでなく，技術・家庭科の

学習指導すべてについて言えることは，創意工夫を

重ねて行く指導過程を中核として進めることであ

る。

すなわち，転移性の高い，発展して行く技術的な

創造能力を目標に，教材内容に即応して技術的思考

が深まって行く過程を重視した指導形態をとって行

くことが大切であろう。

1．木工具による木材

加工の基本原理とそ

の技能を木工機械に

よる加工法と比較さ

せたがら得させる。

1．題目２の基本原

理，技能と題目１の

製図力とを具体的な

製作の中において総

合的に活用して行く

技術的能力と態度を

謎う。

の範囲内で指導す

る命

1.代表的な木材を材料

にし，基本工具を使

用して木材加工の基

本原理にもとづく技

能訓練を重んずる。

2．指導過程において

は，可能な限り機械

加工の実際とを比較

させながら進めてゆ

く。

3．個別指導を重んず

る。

1.本立の製作において

は，一定の条件を与

え，工具のみで個人

製作の指導形態をと

る。

2.工具箱の製作におい

ては，一定の素材を

与え，機械加エによ

る個人製作の指導形

態をとる。

3．腰掛の製作におい

ては，すべて同じ規

格のものを３人グル

ープの共同製作の指

導形態をとる。

4．題目(2)，（3)は主と

して機械加工を中心

とし，補助的に手工

・具を使用さす。

5．工作図は，すべて

この題目のところで

指導する。

以下，設計・製図分野，木材加工分野に大別し

て，その指導の基本形態を述べてみる。

(1)「設計・製図の基礎」の指導法について

この教材では，生徒の思考過程とその思考力が

定着するように指導する。すなわち，プログラム

学習の形態をとって指導することになる。

指導法を具体的に述べてみると次のようにな

る。

①簡単な構造の物体の形を，誰にも十分わかる

３１



(2)

§圏

ようにかく。（簡単な物体であるから，全員通

↓過する｡）

②漸次複雑な構造の物体の形を，誰にも十分わ

かるようにかく。（複雑になるに従ってわかる

ようなかき方ができない者が多くなり，わかり

易いかき方を要求する｡）

↓

③斜投影法の原理，かき方を指導する。

④②の段階でかけなかった物体の形を再び斜投

影法によってかく。（正しい図法を用いてかく

のであるから，②の段階を今度は全員通過す

る｡）

↓

⑤もし，①，②の物体を作るとすれば……とい

う条件で，見てわかり易く正確な図をかく。

（④だけでは十分かきあらわせない部分がある

ことに気付き，また１つの壁につき当る｡）

⑥正投影法の原理，かき方を指導する。

⑦⑤の段階においてかけなかった部分のある物

体を，正投影法によってかく。（正面図，平面

図，側面図を用いるのであるから，全員通過す

る｡）

③もし，正しい大きさに作るとすれば……とい

う条件で，⑦でかいた物体を再びかく。（寸法

の記入，線の用い方などからまた１つの壁につ

き当る｡）

⑨ＪＩＳ製図通則について指導する。

⑩⑧の段階で正しくかけなかった物体の図（工

作図）をかく。（ＪＩＳ製図通則に従うのであ

るから全員通過する｡）

以上のような指導形態をとるのであるが，「設

計・製図の基礎」の分野では，④の斜投影法によ

る物体の形のかきあらわし方および⑦の正投影法

による物体の形のかきあらわし方による図面能力

と，その技能の育成に重点をおいて指導する。し

たがって，図而能力の定着化をはかるためには，

①から⑦の段階において，適当な練習教材をより

多く与える必要がある。

「木材加工の基礎」・「木材加工の実際の指導

法」について

木材加工の分野でまず考えねばならないこと

は，「加工の基本」と「加工の実際」とを区別し

て指導することである。「加工の実際」の中に出

て来る基本要素は，「加工の実際」の具″体的な過

程の前段階で十分技術指導をしておかなければ，

創造性豊かな生産的製作はほとんど不可能に近

い。すなわち，加工学習，特に木材加工では，い

つばんに素材→製品の流れの中に，時間的制約・

材料制約・価格制約などがある。したがって，一

つのまとまりのある「加工の実際」の過程の中

で，加工の基本要素である個々の加工技術の定着

化をも併用した実践指導をすることは極めて困難

であり，また，かような指導法は，加工学習の本

来の姿ではない。

以上のような木材加工学習の本質的な性格，そ

の椛造をとらえた上で具体的な学習を展開して行

かなければならないと思う｡．

以下，「木材加工の遮礎」および「木材加工の

実際」の指導法について述べてみる。

。「木材加工の基礎」の分野では，

木材加工の基本技術をプログラム学習の形態を

とって訓練する。したがって，個有の生徒は，

常に与えられた素材（目的に応じた部分的材

料）と工具（機械を含む）を手に，木取りの原

理，切削の原理，塗装の原理などをふまえなが

ら，易→難へと反複訓練を行なうことになる。

更に具体的な指導を掲げると次のようになる

であろう。

①「木材加工の実際」に関係の深い木材の構

造について，サンプルを用いて具体的に検討

をする。（全員が実践し，理解すれば）

↓

②接合材料を化学的・物理的に検討し，実際

に各自使用する。（全員が実践し，その理論

と技能を得れば）

↓

③塗装を化学的・物理的に検討し，実際に各

自使用する。（全員が突践し，その化学的性

質の把握と技能を得れば）

↓

④さしがねを使用して実際に木取りをする。

（全員が災践し,･その原理.と技能を得れば｡）

↓

⑤のこぎりの;俄造を把握をし，両刃のこぎり

で，木取り線に沿って切断する。（機械と対

比させながら，全員が突践し，その原理と技

能を得れば）

⑥かんなのしくみと切削の原理を把握させ，

Ｐ
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〆可

２枚刃かんなで削ずる。（機械と対比させな

がら全員が尖践し，その原理の理解と技能を

得れば）

⑦のみの榊造とその切削原理を把握させ，の

みでほぞ穴を作る。（機械と対比させながら

全員が実践し，，その原理の理解と技能を得れ

ば）

↓

③組手と強度の関係を理解させ，組手による

接合をする。（全員が実践し，その原理を理

解し，技能を得れば）

↓

⑨かんな・のみの手入れをする。（全員が実

践し，その原理にもとづいた技能を得れば，

この分野の学習は終わる）

以上のような指導過程をとるのであるが，分

野①→⑨への移行過程の基本形態は，「設計・

製図の基礎」の場合と同様である。この分野で

は，特に④のさしがねを使用しての木取りと，

⑤ののこぎりによる切断，⑥かんなによる板削

り，⑦ののみによるほぞ穴作りなどの切削理論

とその技能の育成に重点をおくようにする。し

たがって，加工技術の定着化をはかるために

は，①～⑦の段階において，適当な練習教材を

より多く与え，反復練習を行なう必要がある。

。「木材加工の実際」の分野では，

「木材加工の基礎」の分野で個別的に修得した

それぞれの基本技術を，具体的な製作物を通し

て，工程を追って総合的・有機的に活用するこ

とに外ならない。したがって，基本技術を，理

論をふまえた上で正確に修得しておれば，その

技術の転移はより大きいはずである。（注・技

術学を背景とした基本技術とは，この段階で転

移できる内容のものに外ならない｡）

またこの段階で，組立図・部品図等の工作

図，見取図を指導するのが，技術学習の構造の

上から見ても適切であると思う。その理由は，

製作からも逆算されて出てくる図而でなければ

図面としての意味を失うからである。

この分野の具体的な指導法については，すで

に述べた「第１学年の教材構造」の表で推察可

能と思われるのでここでは省略する。

いずれにしても，「設計・製図の基礎｣，「ｼk材

加工の基礎｣，「木材加工の実際」の学習指導すべ

てを通して言えることは，常に，教材構造の中心

目標を意識した指導法をとらねばならないという

ことであろう。

５実験の経過とその結果

上述の実験カリキュラムと指導法にもとづいて

行なうクラスと，指導要領にもとづいて行なうク

ラスとを比較しながら学習を進めていったのであ

るが，比較するに値する十分なデータが集ったと

はいえず，したがって，仮説を検証する統計的論

拠が極めて少なかったことを反省していると同時

に，教育実験の難かしさを病感している次第であ

る。

ここに幾つかの実践経過とその結果を報告する

ことによって，先生方のご批判を仰ぎたい。

（１）「設計・製図の基礎」（15時間）の実践経過

とその結果

①予備調査

学習を進める前に，実験クラス，対象クラ

ス全員について，次のような内容について予

備澗査をした。（調査対象Ｂ組男子24名

Ａ組男子24名計48名）

④設計・製図の内容について（表１）

図の内容

1.正面図や平面

図などを用い

たもの

2.見取図のよう

なものを用い

たもの

3.展開図のよう

なものを用い

たもの

4.製図らしきも

の表かいたこ

とがない。

かいたもの

本立て

動く模型

郵便受け

小箱

状さし

ぞうきんがけ

つりだな

（小計）

本立て

状さし

マガジソラック

筆立て

動く模型

小箱

(小計）

筆立て

人員
(人）

：

ｉ’

２‘

圏Ｉ

!’

(22）

４

４１１
訓
．＃
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使った工具・
機械

だく｡）

③実践の結果

結果を云々する前に，どのような評価の方

法をとったかについて少しふれておく。

⑦授業過程についての観察記録（常時）

④自己評価、感想文

、作品評価③ペーパーテスト

②応用テスト④その他

以上のような内容のものをＡ，Ｂ共に共通的

にとった。その結果，⑦～、の内容から見ると

実験クラスの方が対象クラスの方より図面能力

がついたように感じられた。したがって実験仮

説の(1)をある程度，裏付けたように思う。しか

し，この基礎分野のみでは，決定的に図面能力

が身についたとはいい切れない。その理由は，

製作と結びついて生かされてこなければ究極的

には結論を下せないからである。したがって木

材加工の分野について述べたあと総合的に論ず

ることにする。

(2)「木材加工の基礎」（25時間)，「木材加工の

実際」（65時間）の実践経過とその結果

①予備調査

学習を進める前に，Ａ組，Ｂ組全員につい

て，次のような内容について予備調査をした

④‘作ったことのある品物について

（表２）（調査人員48名）

使った工具・
機械

調査の結果は以上のようであり，実験クラス，

対象クラスとの差はなかった。更にこの表の１

～３の「図の内容」「かいたもの」について答

えた生徒に具体的な図をそれぞれかかせて見

た。その結果は次のようであった。すなわち，

１については，正投影図法としてのかき方とし

て比較的正しくかいていた者は０％，２につい

ては，斜・等角投影図として比較的正しくかい

ていた者が40％，３については，大体100％が

比較的正しくかいていた。（ただし，いずれも

寸法記入は除外して調べたものである｡)またＡ

組，Ｂ組との間に差のようなものはなかった。

⑧設計・製図についての関心度

⑦関心がある，①普通である，、関心がな

いの３つの項目について調べた結果は

⑦……60％①30％⑦10％ぐらいの

割合であった。またＡ組，Ｂ組との間に差

も見られなかった。

②実践経過

Ｂ組については実験カリキュラムに従い，

前述の「設計・製図の基礎」の指導法の形態

をとって学習を進めて行った。すなわち，投

影図関係の教材を構造的にとらえ，最初に次

Ｗ
●

Ｗ
●

人 員

岳

⑧使ったことのある工具・機械について

( 表 ３ ） （ 調 査 人 員 4 8 名 ）

3４

１０

１０

調査の結果は以上のようであり，Ａ組，Ｂ組

間の差らしきものは見当らなかった。

さらに，表(2)，(3)について答えた生徒に対し

人員

３０人

２８

１２

44人やすり

４２ミシンのこ(電気）

3８ミシソのこ

（足踏承）32
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て，実践を加味しながら，その内容および技術

的な深さについて調査してみたところ，いずれ

も技術・家庭科が目標としているものはかなり

趣を異にしていることがわかった。

なお関心度についても調べたが，過半が木工

製作に関心があり，Ａ組，Ｂ組との差はなかっ

たことをつけ加えておく。

②実践経過

Ｂ組についての実践は，前述の‘｢木材加工

の基礎｣，「木材加工の実際」の指導法の形態

をとって学習を進めて行った。すなわち，

「木材加工の基礎」の分野では，加工技術の

基本を，指導法で述べた方法で徹底的に指導

して行ったわけである。また，それぞれの段

階で関連する事物を与え，その技術的能力の

定着化を計るよう注意もはらった。次に「木

材加工の実際」の分野であるが，この分野で

は，「木材加工の基礎」と「設計・製図の基

礎」とを関連づけながら実践を進めて行っ

た。最初に下の図２のような本立を参考に

し，手工具のみによる製作を課した。（もち

図２

ろん，素材には

一定の条件を与

え)。次に，図

３のような工具

箱を，主として

木工機械を用い

て製作すること

を課した。ただ

しこの製作で

は，機械の使用

は，指導者が行

なうことにした。

Ⅲ第１年の実験伽究の反菅

以上，第１学年の実験を仮説を立て．実施してきたので

あるが，何分，十分な分析をしないまま実施の段階には

いり，途中で変更することもあり，結論めいたことも出

なかったことを痛感している。その上，教材がユー3年に

わたり入れかわっていたりで，仮りに結論めいたものが

でるにしても３年終了時であるように思う。いずれにし

ても，このような教材構造で指導を進めて行けば，平面

的にやるよりもかなりの効果が上ってくるであろうとい

うことについては確信がもてたと思っている。

（広島大学教育学部付属中学校）

３５

１
１

少なく進行し，むしろ，２年生よりも正確で

あり，転移性がありそうに見受けられた。

対象クラスのＡ組については，カリキュラ

ムにそって従来通り実施して行ったので，そ

の詳細は省略させていただく。

③実践の結果

評価の内容，項目は「設計・製図の基礎」

の分野と基本的には同じであるのでここでは

掲げないことにする。

実験クラスＢ組について述べて見る。

木材加工の分野の指導を終えて，最初に掲

げた仮説の(2)の検討をはじめた。数量的には

いい切れないかも知れないが，観察，製作品

の面から見ると，かなり仮説を裏付けている

ように感じられる。ただ，（表４)，（表５)で

わかるように，テストの結果からほ必ずしも

そうとはいい切れない面があった。

（表４）（製図分野）（表５）（木工分野）

は，指導者が行図４

なうことにした。最後に，第２学年の教材で

あった図４の腰掛の製作を課した。２年生の

教材であっても，製図の基礎と木材加工の基

本技術を積み重ねているので，比較的抵抗も

対象クラスのＡ組については，Ｂ組のように

基礎技術をふまえた上での製作意図があまり

強く感じなかった。

第１年の実験研究の反省

戸 Ｖ
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技術史をとり入れた

機械学習の実践記録

はじめに

私の勤務校は辺地の小規模校で４級地の分校をかかえ

生徒数は全部でわずか70名です。

本
薦 鍔|女|”

１ 1１１９

校

分

校

男｜女計

４１０
４１０１４
３１１１４

１２１３

８１３１１１

本年４月へき地教育振興計画による人事移動で赴任し

たが，少人数のクラスに驚きました。その上に分校での

授業は複々式授業，これにはまったくはじめての経験で

どのように授業を進めていくべきか思案にくれました。

尚施設準備は，本校には独立の技術科教室があるが，設

備はまことにおそまつ，分校ときては教室があるわけで

なし，設備は殆んど０にひとしい状態（わたくしは過去

中現校に勤務し一応の機械類・設備は整備されていた）

前任者の苦労をことばで表わせない程身にしみて感じま

した。それとともに文部省の施設設術基準は何のための

ものであるか，不信の念をつよく抱きました。「日の当

らぬところに,日の当る教育｣を捕切に感じ，ここにも教

育は存せねばならず，せめて在任中だけでも現在の生徒

のためになる技術科教育が，本校の将来への展望となる

教技術科育となるべき道筋を明らかにしようと考え，４

月の校内研究会に「技術史の教材化はどうあるべきか」

の課題を提示し取り組みました。その巾の１実践を問題

提起の形で報告し，日常の研究の深い諸氏のご批判とご

指導を得たいと願い執筆しました。

技術史の教材化をこう考える

「技術史のテーマに検討を加えずに教材化することに

は問題がある。教育は重い社会的責･任をせおう仕事であ

3６

市 川 嘉 雄

り，深い社会的・自然的認識の本賀は歴史的なものであ

る。したがって技術家庭科には技術史的認識がしみわた

っていなければならない……技術史的事項を教材化する

かどうかは二義的な問題であり，わたしたちは技術史を

教えるまえに学ばねばならない……」（岡邦雄氏技術

教育1969年１月号）と述べている。

技術史を教材化することは容易なことではない。わた

くしの同僚の１人は「歴史的なものは社会科で扱えばよ

いことで，現在のような授業時数の中ではそのことに問

題がある」と異見を述べている。わたくしは社会科にお

いて大切なことは，「歴史的な思考のしかたや，物の見

かた，思考のしかたを身につけることであると思う。技

術科で技術史を教えるとこは，社会科の歴史分野でとら

えている，技術によって｡作り出され，技術によって完成

したものを教えるのではなく,､技術史で技術が完成して

ゆく過程を生徒の発達段階に応じて思考させるべきであ

る」と考える。こう考えると「技術史を何のために教え

るか」という問題がはっきりしてくると思う。１つの技

術の所産が創造される過程を審観的にながめさせ技術能

力を商めさせるとともに，技術に関連した労働手段がど

のように創造されたかを理解させたいと考えている。も

ちろんこれだけが技術史を教える目的でないことは自覚

している。

次に「何を」「どのように」とりあげるのか。それが

はたして今発達段階にある中学生にとって可能なもので

あり有効なものであるのか，技術史に関する書物にはい

ろいろあると思う（今わたしの知り得たものはわずかで

ありわたしはどんな書物を読むべきか教えてもらいた

い)｡それを読むことは容易であるが，その中から｢何を」

「どのように」とりあげ学習Ⅱ的にあわせて教材化する

か。このことが困難な仕事であり容易なことではないこ

とを痛感した。

当面，わたくしは技術史的事項を次のように取りあげ

ている。１年生には入学当時の４月，かれらにとっては

撰回？



ＰＶ

新しい教科である技術科であるので技術とはどのような

ものを技術というか。その中でとくに生産技術について

例をあげ説明し，技術も人類の歴史とともに生れそれが

どのような社会的要因や自然界のいろいろの法則のもと

でどのように生きてきたか，そしてどのように現・代まで

成長してきたのだろうかを話している。このことは技術

の本質をおおまかにとらえさせる結果がある。したがっ

てこの話の中に,最も初期の時代の人間の活動を中心に，

人類の労働手段のはじまり，原始時代の道具から金属生

産のはじまりなど，人間の労働は目的を遂行するための

ものである。これが技術のはじまりであり発達である。

だから現代の技術の本質と変りがないことを理解させよ

うと思っている。そしてこのことは年間の技術科学習の

礎となるものであると考えている。

２年生には加工学習が多いので機械学習ともからみ合

わせて「道具から機:賊への発達」に関する学習をとりあ

げ，歴史的事実を学習の中に具体化しとり入れようと思

っている。ただし本年はこの問題についてわたくし自身

が勉強し，来年度実践しようと思っている（職場教研と

の関連上から)。３年生の段階では後記の実践ともうひ

とつ電気史を取り上げたいと思う。電気エネルギーの分

野からもとらえられるし，個別史（電動機・ラジオ・送

電の歴史・通信の歴史など）としてとりあげることもで

きると思う。この点についてはまだ何ひとつ確信のもて

るものはないので，以下実践をもとに考察したい。

技術科指導案

１教材原動機の技術史

２目標

１.技術史を通して正しい科学的な世界観・技術観を具

体的に理解する基礎を養う。

２.技術発展の過程を社会的背景からも理解させ，その

発展は国民生活全体にとって有利な方向にむかわね

ばならないことを理解させる。

３.技術の個別史を通して「機械による労働」にいたる

技術の発展過程を理解させる。

４.技術が進歩し完成していく過程には，その時代の社

会体制が重要な役割を果していることを理解させ，

その技術の進歩が個人や社会にどのような影響を与

えるかを知らせる。

３教材観

原動機ということばで生徒はエンジンを想像し教科書

に用いられている「機関」という字からも生徒はエンジ

ンを:概念的にとらえてしまう状態である。現在かれらの

身辺にはエンジンが用いられた多種の機械が存在し，興

味は強い○その上自動車の発達が目ざましく，原動機付

自軽車が昔の自軽車以上に普及していることもその原因

の要素と考えむりからぬ現象と思う。しかしこのことに

は大きな問題がある。あたかもエンジンを日本語に訳せ

ば原動機となり機関となるかのどとく考えているようで

ある。このことを正しく理解させるためにも，原動機の

誕生から発展・完成の過程を歴史的にとらえ，動力技術

の発達の段階を知らしめることは大切なことと思う。

教科書の学習内容は，内燃機関の一部としてエンジン

を教材化し，構造の理解・分解組立て調整と運転に焦点

化され理論と作業的学習におち入りやすい傾向が強い。

そしてそれがあたかも技術科の学習内容であるかのよう

に，他教科の教師にすらも考えられている現状である。

とくに辺地における技術科教育は環境や設備の面からや

むを得ない点も多いが’技術史も技術科教育の一側面で

あることをまず教師自身が認識したいと思う。このこと

が単なる作業的学習からの脱皮であるばかりでなく，思

考する子どもを育てる要因にもなると考える。

機械にも人間の歴史と同様に，人間の歴史が始まった

時点から歴史が始まっている。そこで原動機の学習に歴

史的側面を加味した機械学習をとり入れることによっ

て’現代技術成立以前の歴史的段階を分解し，現代技術

の骨子をとらえさせ，歴史的Iこものを見たり歴史的に思

考したりする認識活動を深め，その背景にある社会的条

件と成因をも理解させたい。

４指導計画

１．水力動力技術の危機と熱動力技術の誕生………111

２.蒸気動力技術の発達と19世紀前半の蒸気動力装置
………2ｈ

３．内燃:機関の誕生と発達史………１ｈ

４．まとめと反省・評価………1ｈ

５本時の学習昭和44年９月５日第３校時

(1)教材第３次（内燃機関の誕生と発達史）

(2)目標(1)内燃機関の発達史を学びそれによる社会的生
産過程の変化を知る。

(3)指導内容

(1)前の時間は原動機の発達史の中で，とくに蒸気動力技

術について学習しました。蒸気動力装極を利用した主な

機械類にはどんなものがありましたか。

(2)きょうは内燃機関の誕生とその発達史について勉強し

ましょう。

(3)19世紀の30～50年代に内燃機関が作られるための前提
条件ができあがったのです。それは大資本によって零落

９７



させられるおそれのある，家内工業商の小・中企業のた

めに，小出力のしかも経済的な原動機をみつけようとす

る努力がなされていたことです。

板審｜大資本 一|調幕掛一
お‐

ち
ぶ
れ

経済的な小出
力の原動機

(4)内燃機関の採用には小規模企業の高まる可能性や，資

本制工業と小規模企業についてのあやまった考えがなさ

れていました。そしてこのことは当時の有妬な技術者た

ちでさえもさけることのできない生産の集繊する資本制

の生産力と生産関係の発展が一定の条件のもとでは常に

成立することを全く理解していなかったことをあらわし

たものといえます。

板譜鵠鋳一|競争'一大規模制工業

！一歴
歴Ｉ

(5)大規模機械工業の成立後，小規模企業の失った社会的

生産過程の中での地位を小規模企業にとりもどしてやる

手段として内燃機関に希望をかけていた。

大規模制機械工業小規模企業

画一’おちる→I←、
社会的生産過程’

要因

′１.燃料としての燈用ガスー内

’2鱒推嘉認難
③=|内燃機関をほしい|''爵懸撚火することの

ａ患堵識難麟鶴
，、験-ずみ

(6)現実には内燃機関の普及は盗本制の生産様式の拡大を

促進し，その後自動車工業や航空機工業のような大工業

部門の誕生を促進しただけだった。したがって死滅の状

態にあった手工業生産の地位を維持しようとして努力し

た多くの発明者たちは，実際には手工業生産の急速な死

滅をうながした結果になった。

板襟現実には裳澱生{欝鰐調誕生･促進

識餐尭鯛家識錯
(7)なぜ手工業生産の小規模企業は内燃機関によって社会

的生産過程の地位をとりもどすことができなかったの

ですか。

(8)次に発達の年代的過程を調べてみましょう（プリント

による)。

３８

ガス機関

ガソリン機関

自動車

航空機

(9)次にわが国ではどのように発達してきたか考えてみま

しょう。

明治中期以後に数馬力から10数馬力のガス機関が輸入

されて発電用工業に使われたが，明治末期に水力電気・

蒸気タービンによる電力の普及により，ガス機関はすた

れてしまいました。

板書

明治中期塾…|注些翰治末期

驚燕蝋蝉|蒸繊
⑩したがってほとんどのものが輸入品で国産はごく少数

で明治の終り以後すたれてしまいました。

伽自動車用ガソリン機関は大正年代以後に輸入され終り

頃製造工業がようやくおこって国産品が製造されるよ

うになりました。

⑫漁船用機関は明治終り頃，電気点火を用いる燈油機関

が輸入され，その後しばらくの間ガス機関が使われて

いたが，大正年代からホリンダー機関が製造されはじ

めました。

板書燈油機関…………明治末期輸入

ガス機関…………明治から大正時代

ホリンダー機関……大正時代，国産化

(131大正中頃以後国産ディーゼル機関が製造されはじめ昭

和６年頃から小型高速ディーゼル機関が各会社で製造

されはじめ，バス・トラック・発砺用。鉄道などに使

われるようになりました。

板書ディーゼル機関…………大正中頃一国産化

小型商速ディーゼル機関……昭和６年

｜←利用
バス・トラック・発電用・鉄道ｉ

ｕこの時間のまとめをしましょう。内燃機関の発達につ

いてその年代ごとの発達過程も大切ですが，そのこと

よりも

板書小企業の→内燃機関の誕生一一
零 落 は 、 ↓

内率機関の専門化一饗耀
大規模工業の新し－
い部門

という発生過程と社会的な背景・要因のほうが大切と思

J房
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います。

匿圃｜内燃機関の発達段階年表

1820年頃電池と応用コイルを用いて高圧．電流をお

こして気筒頂部に取りつけた点火栓の火花間かくに

電気火花を飛ばす方法が発明されて内燃機関の発達

史がはじまる。

1860年仏人・ルノアール

石炭ガスを燃料として電気点火を行うガス機関を考

案し製作した。熱効率４％。故障なく流行した。

1862年仏人・ボー・ド・戸一シユ

ピストソ行程と吸入・圧縮・脹張・排気の４行程を

提唱した。この理論は今日の４サイクル機関の原逗

である。

1865年ルノアールのガス機関が仏国内で約４００台使

われたといわれている。

1876年独人・オツトー

ポー・ド・ローシュの原理を忠実に実行するガス機

関を発明製作した。

1878年英人・ドーソソ

無煙炭茜用いるカス発生装職を案出（ドーソソカス）

1879年英人・クラーク

２行程方式のガス機関を製作した。

1883年独人・ダイムラー

ガソリソと空気.との混合ガスで運転する機械を完成

した。

1886年ダイムラーは自転車に取り付け自動自転車に
成功した（自動車工業のはじまり)。

1889年英人・モソド

有煙炭を用いる装腫を発明（モソドガスという）
1890年英人・アクロイド

ガソリソより重い燈油・軽油を使う機関を考案し，

ホーソスピ会社が製作に成功した（焼玉機関のはじ

まり)。

1893年独人・ロバート・ポツシュ

磁石を用いる発電機に感応コイルを含ませた継造の

商圧磁石発電機を完成，専門工場を作る。

1893年独人・ルドルフ・ディーゼル

燈油・軽油だけでなくタール油・漁油・植・物油まで

完全に燃焼し，熱効率最高の機関であるジーゼル機

関を発明した。、

1894年仏入・ブニ・エー

・ガス機関の吸入作用を利用し軽便で小型のガス発生

装置を発明（サクショソガス)。

1895年英国・グヲスコー製鉄所

製鉄のとき溶鉱炉から出るガスもガス機関に使われ

ることからはじめて実施した。

1903年米人・フォード

自動車会社を作り多瞳生産方式を考案。

米人・ライト兄弟

４気筒水冷ガソリソ機関を製作し実物飛行機に取り

付け人類最初の飛行に成功した。

授業を終えて

最初に記したように，参考資料がとぼしく生徒の事前

学習はほとんどなされなかった。その上，指導方法も未

熟のため授業は一方通行にはしってしまい，教材化の困

難さ，指導内容と方法のむずかしさを身にしみて感じま

した。この事は後記の生徒の感想文で教師が評価された

と思っている。そして全体時数では５時間の計画が６時

間実質的に費やされ，ここでも計画'性はくずれてしまっ

た。次に項目的に実践の反省をしてみたい。

1．用語のむずかしさ。この事は参考図書との関連も深

いが「資本制生産様式」「社会的生産過程」など経済

史や社会科用語辞典等で調べたが見つけ出すことがで

きず，解説に苦労しました。生徒にどれだけ理解させ

たか疑問を感じています。社会科教師の意見をきき社

会科ではどのような用語を使うか，あらかじめ話しあ

っておくべきだと思いました。

２．社会科的内容に偏したうらみがある。この実践の内

容からとらえると，技術史は「われわれの先人の努力

の姿や発達の過程を知らせるためにのみ，技術を教え
るのか」という疑問を抱かれたに違いない。その上に

(6)の部分「現実には内燃機関の普及は盗本制生産模式

の拡大を促進し，その後自動車工業や……」などのこ

とは社会科的内容の事項である。との意見を与えてく

れた人もあったが，とらえ方によってはそうもとれる

と思う。これらのことから，技術史で何を教えるのか

の批判はまぬがれないと思っている。いずれにしても

技術史と社会科・科学史の関,係は密なるものがあると

思っている。技術を生活をより豊かにする面からとら

えると

社会‘性資本家対労働者一社会科学的とらえ方

科学性手工業から;機械工業一技術科的とらえ方

社会科と技術科のとらえ方は上記の如くとらえてよい

と思っている。

ａ板書がぱらぱらであったと感じている。それで次頁

のような授業構造図をあらためて:考えてみた。

３９
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そのままだと思う。ぼくたちの時代になったらもっと住

みよい国になると思うが，それを期待するよりも，それ

を行っていくような人間になりたい。最後に先生に要望
●●■■●●●●ｂ●己●｡●●●●●

話を簡単にわかりやすく説明してほしい。

感想文（Ｂ)一一番成績の劣る生徒

授業は先生が全体てきにしゃべっているのでおもしろ
●●●●■●●●●●●●●●●●●●●

くなかった。もうちょっと生徒にもしゃべらせてほしい
●●■●●●■●●●●●●●●●ｐ●●

ぼくは，先生が，一人でしゃべってぐんぐん，さきにす
●●●■｡●●●●●●●●●●■●●

すむので，ぼくはｵつからなくなってしまう。でも参考に

なったことがある。それは，しようらい車のめんきょを

とるときのさんこうになったような気がする。教えても

らいたいことはくつにないが，もう少し，ていねいにお

しえてもらいたい。そうしなければ，ぼくにはわからな

いので，ていねいにおしえてもらいたい。覚えたことは

水力原力が，いろいろつかわれることがわかった。ぼく

は技術はあきないのでいっしょうけんめいにしているつ

もりです。ぼくもいっしょうけんめいおぼえようと努力

していきたいとおもう。それにしようらいのこともかん

がえて授業をまじめにうけたいと思う。よくきいていて

しようらいの参考にしたいとおもって先生のいうことを

よくきいて，しようらいに役立てようとおもっている。

感想文（Ｃ)－成績中位生

覚えたことというとまず，原動力を発明するにはみん

なが努力しているのだと思った。それからいろいろの仕

事をする時も，人間の労働力よりも機:械などを使ったほ

うがずっと能率的で作業もはかどると思った。床掘りを

するにも，ツルハシやスコップ。を使うよりも，ブルトー

ザーを使ったほうがずっと作業がはかどる。それに人間

もつかれない，というふうにずっと合理化されている。

はじめは原動機に，風力や水力をつかっていた。今は大

体の原動機がガソリンや電気を使っているけど，風力や

水力はただだからもっともよいと思った。しかしもちは

こびができないために風力や水力は使っていない。こん

なようなことが，ぼくの感想やわかったことである。授
●●■●●●●｡●●●●●●

業全‘体の感想をすると，先生がいろいろ説明して黒板に
●｡●●●●●●●●●●●■●●●●■●●■●●●

かいてそれをうつすのではあまりよくわからないしつま

らなかった。

原文のまま生徒の感想文を記しました。きびしい評価

がなされています。わたくしも種々考えさせられまし

た。その中でも，不備は承知ですが実践してよかったと

思っている。単なる机上の研究でなく，今後の研究の方

向性がははっきりしてきたと思っています。

（山梨県硯島中学校）

画燃機関の誕生
↓

|社会的要因から生れた’
技術的な要因

①燈火用ガス
②電気火花の点

火

③蒸気機関の経
験

閃燃総議霞謙工業一↑
作
用
し
て

－’

内燃機関がなぜ生れたか

上
癖
識｡徹鴛新{鰯

｡小・中企業のおちぶれ

生徒の感想文の中にも板番が多いという声もあった。

１時間の板書を総合的にとらえる事も必要なことであ

り内容的にもすっきりしたし，難易なことばもこれな

ら理解できると思っている。あるいは自己満足と解釈

されてもしかたがないが。

４．生徒の学習活動の場がなかったことは失敗である。

資料を与えねば学習は一方通行になるおそれがある。

充分考えていたことである。はじめの水力・風力によ

る動力源（第２・第３の動力源）の項は多少の示唆を

与えただけで生徒も楽しそうにのびのびと授業に参加

したように観察できたが，内燃機関の授業になると彼

等には未知の世界が多く退屈な生徒もあった。まさに

学習は半知に刺激を与え未知を開拓してゆくものでな

ければならないことを強く感じた。それと共に教師の

与える資料・生徒が秋極的に学習のためにとりくめる

資料（図書館の工学工業・社会科学部門の図書）を備

え，１時間彼等に自主的な問題解決の時間を与える方

法をとってもよいとさえ思った。

生徒作文

感想文（Ａ)－成績上位生

技術史を５時間やったが，覚えたことというと，第１

に道具から機械に変っていき，その機械の原動機が風か

ら水・熱機関と変っていったことである。昔の人倉が自

分達の労働を楽にするために，道具から機械へ，風から

水熱機関とくふうをこらし，生活を楽にしたことは今の

わたくし達の生活に役立っている。また多くの発明家た

ちが苦心し，大気の力，水蒸気の力から熱エネルギを利

用し，蒸気機関や蒸気船を作ったことは，自分たちのた

めに自分たちが苦労したことである。今の時代ではこう

いう心が次第にうすれていると思う。時代が進んで大企

業が対決する時代になり，中小企業の生産をはかるため

に内燃機関が発明されたが，資本の差で大企業がますま

すのび，中小企業がおとろえていったことは，今の時代

毒
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題材の学習過程における

望ましい展開法
一電気分解(けい光灯の指導)－

１はじめに

過去３年間，能率的効果的な学習活動を保障する方法

として，教師が教育内容の本質をとり出し，精選され，

ねらいにあった教材を生徒の認識過程にあわせて教材配

列し，思考の類型や流れ，生活経験等を考えて技術的知

識を整理し，生徒の認識の順次性を考えて次の点に留意

し，学習過程を組織化した学習シートを作成し指導を試

みてきた。

①問題解決のすじみちを精細に計画して，ステップを

ふませることにより，問題解決の道を歩かせるシート

であること。

③指導目標を明確にしたシートであること。

②技術的知識と技能とを融合して指導できるシートで

あること。

④生徒が学習する事項と，教師が指導する事項とを区

分したシートであること。

⑤教師の説明や演示などを整理できるシートであるこ

と。

⑥実験や観察の結果をまとめることができるシートで

あること。

⑦生徒が自主的に学習する部分をもつこと。

③教師と生徒がいっしょに解決する部分をもつこと。

この結果，普通の一斉学習では興味を示さない生徒で

もよろこんで学習に参加したし，学習の最低レベルも向

上し，学習がつねに具体的行動をともなうので，知識と

技能を確実に身につけ，自信をもった生徒が多くなっ

た。ところが，３年目の昨年４月本校に転任して，一学

期までは大禍なく学習活動を展開できたが，二学期の中

ごろ種々のカベにつきあたり，学習シートによる学習過

程の再検討をせまられた。つまり

①こまかくきめられたすじみちを歩かせるあまり，受け

身の学習になりがちで，自ら疑問点や問題点を意識し

ようとするような稜極的な学習態度をみることが少な

酒 谷 雄 一 郎

い◎

②成績下位の生徒の中で，真に問題解決の学習に参加で

きなくて「おもしろくない授業」となり，授業に活気

がみられない

などである。

学習シートを使った学習活動は，一応グループという

集まりの中で行なわれてはいるが，学習に対する連帯感

も責任感もなく，個人個人がバラバラに学習していくも

のでしかなかったので，前任校の生徒のように学習規律

が受動的，個人的に確立したところではスムーズに学習

は進行したが，①学習意欲に乏しく，②学習の方法を知

らず，③家庭学習も不足している(ＦＡＴ検査結果より）

という本校生徒を前にしたときには菖請が違ってきた。

学習に興味を失った１人の生徒が学習の妨害をはじめる

と，それに抵抗することもなく，かえって集団となって

同調しはじめるというマイナスの集団性を発揮するので

ある。こういう生徒に対して，個人的に学習規律の確立

を図ることはほとんど無力に等しかった。むしろ，彼ら

のもっているマイナスの集団性を逆に利用して，彼らの

相互援助，相互批判により学習規律を確立する必要と可

能'性を感じた。また，学習それ自体，つまり学習の内

容，方法，過程を改善することも，彼らの学習意欲を高

め，学習の方法を教えるために必要であると考えて，学

習指導の構造化の研究と指導法の工夫と学習過程の検討

を授業研究によってとりくんできたことの一部を報告

し，ご指導をいただきたい。

２望ましい学習のすがた

学習は，ひとりひとり，そしてみんながおもしろく，

楽しい授業であり，学習のよろこびを感じるものでなけ

ればならない。自分の学習結果が全体の仲間達の学習の

場で取り上げられ，検討され，修正されていく過程で集

団所属の欲求や，承認の欲求，自我拡張の欲求など生徒

の基本的欲求を満足させられるとともに，みんなで学習

必Ｚ
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され累讃されなければならない。そのためには，学習が

集団の協仙解決の活動として展開され，そのために家庭

での個人学習が実践されなければならない。「教える授

業」から「学びとる授業」に変え,‘そして，自分の勉強

によって自分の考えをもち，他人の考えも十分に尊重

し，協力し合い，よりよい解決を求めていくような学習

過程が構成され，展開されなくてはならない。

３とりくんできたこと

Ａ，学習のスタイルつくり

上に述べたような学習を展開するために次のような

学習のスタイルを考えて実践してきた。

Ｂ・学級集団つくり

＜学習のスタイル＞

学校での協側的解決学習

一〔家庭）

することによって，みんながわかるようになったり，み
●●●■①●

んなができるようになっていく。そのことによろこびを

感じるものでなければ秋極的な学習意欲は育たない。ま

た，生徒が自力で真剣に学習するのは，技術・家庭科の

学習そのものによろこびや楽しさを感じたときであり，

そして，おもしろく，よくわかる時である。技術・家庭

科の学習のよろこびは，わかりだしたとき，できだした

ときである。技術・家庭科の学習では，数々の原理性や

法則性を「教える」のではなく，原理性や法則性を思考

したり，再現したり，発見したり，検証したりする過程

で成就の欲求を満足させるような学習でなければならな

い。このような学習過程によって合理的な実践力が養成

|家皇での個人学習（宿題）

（内容)一・本時の学習課題のための予習。

・誰もが必らずやってこれる程度のもの。

（方法)－・やり方を話し合わせて確認する。

・やり方を具体的に指導しておく。

・家庭での個人学習結果の点検・発表（グループ内→学級）

・本時学習課題の決定

予
習
（
宿
題
と
し
て
）

両~Ｔ(学

ｰ

a・学習集団の基盤である学級集団つくり

生徒相互,･教師と生徒の信頼関係をうちたてて相

互の批判と援助のスタイルをつくる。

b，学習規律の確立

・ベルがなったら席について準備をする。

（グループの競争）

・宿題は必らずやってくる。（グループの競争）

・・他人の学習や発表のじゃまをしない。

・自分の学習結果（宿題や，わかったこと，わか

らないことなど）は必らず発表して他人の発表

は必らず聞く。

・自分の意見が言えないときやわからないときは

他人の発表をきいてよく考えた上で按成できる

ものを自分の意見としてもよい。

･方法を話し合う

．方法を指導する

ｃ・全員発言運動

礎問，意見，批判，補足などの発言形式を徹底的

に教える。

C・教材研究（学習指導の樵造化）

①何を学習させるのか，（目標と内容）

②どれだけ学習させるのか（範囲と程度）

③どこで学習させるのか（題材）

④どのようにして学習させるのか（学習方法）

を具体的に検討し，

教えること（教師指導）思考させること，および，

試行させることを明らかにしながら生徒のレディネ

ス（生活経験や既習事項など）にたった学習の場，

学習過程を構成する。

同時に学習過程を通じて学習に対する計画性や創造

4２

･相互指導活動

･相互援助活動

･教師指導

･練習学習活動↓

β色

次時の学習のための宿題決定



↓

1.白熱灯とのちがい

。明るい

。まぶしくない

。明暗の差が少ない

。チラチラする

。快い色

･電力少い

↓

性，そして協力性や集団性を育てる方法を考える.。

またぅ評価を含む授業，学習過程における評価を具

体的に考えておく。

４ 実践記録

第三学年技術・家庭科（男子）学習指導案

Ｓ44.9.13(土)２限３年３，４組

１．題材けい光灯スタンド

２．目標けい光灯の構造や原理を理解し，けい光灯

スタンドの分解，組み立てができる。

３．指導にあたって

目標としてあげたことのほかに，照明の歴史，照明

の将来にもふれ，けい光灯を照明器具としての位置

づけができるようにしたい。

特に基本回路の指導においては，場面椛成による思

考と試行，および確かめ，さらに練習による学習を

進めることによって，効果的な学習の展開を期した

い。

４．計画

１．照明の歴史１時間

２．部品とそのはたらき１〃

３．けい光灯のしくみ２〃（本時％）

４． 組み立てと回 路の働き３〃

５．整理・反省と発展(未来の照明)１〃

５．本時の指導

①目標

けい光灯のしくみを理解する

②本時のための宿題

ａ・けい光灯と白熱電球の椛造と働きのちがいを

たしかめてくる。

ｂ・放電管が点灯するための部品を調べてくる。

ｃ・放電管と安定器の働きをたしかめてくる。

③準備

１．けい光灯模型

２．配線練習板（黒板）

⑤学習指導構造図

3.榊造と働き

。放電管

フィラメント

放電紫外線←(謹譲）
・安定器

高電圧発生

放電の安定(制限）

指導活動

可

家庭

(本時の学習）けい光灯のしくみ

３．部品の記号をかいたカード

４．けい光灯回路盤（パネル式，市販のもの）

５．コンデンサ，トランジスターラジオ

④学習の展開

2.部品

・けい光放電管

・安定器

・コンデソサー

・スイ ッ チ

◎コード

4３

指導活動学習活動
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｡本時の課題を確認させ，宿題

を発表させ，本時に学習すべ

き目標を決めさせる。

｡宿題の発表をもとにして，白

熱電球，けい光灯の溝造と働

きのちがいを整理し，確認さ

せる。

｡発光に必要な部品を考えさせ

る。

。実験によって発光の原運を理

解させる。

ｃ実験のくりかえしによって基

本回路を説明する。

。スイッチの必要性を意図的な

場面構成によって必然的に考

えさせる。

。練習用黒板で練習させる。

。合理的な点灯のしかたについ

て考えさせる。

。実験によりコソデンサのはた

らきをたしかめさせる。

。質問等により本時学習内容を

確認する

。方法を教える。



1.放電櫛，安定器’

2.放電管，安定器，

3.放電櫛，安定器，

4.放電管，安定器，

中心テーマ
の決定

1.けい光灯と白熱電球との柵造と働きのちがいをたしかめてくる

2.けい光灯の部品をしらべてくる

3.放電管，安定器の雛造と働きをたしかめてくる

(宿題〕

↓

〔,板書する〕

発表の盤理

1.白熱電球は熱作用

2.けい光灯は放電作用

3.部品名

4.点灯，消灯のしくゑ

5.その他

実験白熱電球の熱‘作用

けい光笹の放電を

致せる

1.発光の原理説明

2.しく承図の利用

学 校

（
方
法
）

←

↑
↑
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、

最少の部品で点灯させるしく率を

考えさせる

点灯，消灯スイッチの原理と接続

を考えさせる

合理的な点灯のしかたとグローラ

ソプのバイメタル利用を説明する

雑音防止にコンデンサを用いるこ

とを尖験し，説明する

。配課接続練習させる

戸

／

宿題の発表

①熱のもち方のちがい

②形のちがい

③雑音のちがい

④チラツキ方のちがい

⑤光の出し方のちがい

コード<一

コード，スイッチ<一

コード，スイッチ，

コード，スイッチ，

意図

天馬草葺５１

認．’

／
（
方
法
）
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Ｔ－教師Ｐ － 生 徒 行 動 （ ）板書〔〕

今日の勉強は？

けい光灯のしく歌です（口火に）

そうだったね〔けい光灯のしく票〕（板書する）

宿題，やってきましたか？

ハイ（班内でノートをのぞきあっている）

では各班で結果を整理して発表してもらいますから整理して下さい。（時間をとる〕

１班から発表してもらいます。なるべく重複しないようにして下さい。（指名）
白熱電灯は熱くなるが，けい光灯はあまり熱くなりません。

白熱電灯はすぐつくけど，けい光灯は時間がかかります。

白熱電球は丸くて，けい光灯は細長い。

けい光灯は雑音を出します。

けい光灯はチラチラします。

白熱電球は熱作用ですが，けい光灯は放電します。

ハイ'いろいろ発表してもらったんですが，まとめると……こうですネ

グローラソプを用い
たけい光灯のしく歌

(次時の学習〕

⑥授業記録
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考えさせる
ことをさら
に重ねる

重要な要素

をおさえる

Ｐ
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実物の検証

によって確

認させる

（たしかめ

る）

新たに場面

設定によっ

て考えさせ

る

疑問をもた

せる

中心にせま

る
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思考と試行

の場面の設

定
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曲

場面瀧成を
更に加えて
思考と試行
の場を与え
馬
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4６

（部品を示しながら）放電管，安定器，コードの三つがあればよいことがわかりましたネ。
ハイ（大勢の声）

この回路は基本的で大事ですから忘れないように覚えておきましょう。

つぎに，この光っている放電管を消したいのですがどうすればよいでしょう。班で考えて下さ
い。

（ガヤガヤとする）

発表してもらいましょう。５班。
電源を｡切る

いちいち電源を切ったのでは困りますネ…何かよい方法はないですか？

（スイッチ，スイッチの声）

あ＞，スイッチ…ネなるほど

（紙にかいたスイッチを二つ見せながら）
これ，どちらが消灯スイッチですか

右の手にもっている方です（口点にいう）

そう，よくわかりましたネ…，ではどこにつけたら良いでしょうか。○○君（指名しておいて前

に出す）

ここです。（②のところを指示している）

もうほかにありませんか。①や③のところではだめでしょうか？…（考えさせる）

では，試してゑましよう（②，①，③のどこを切ってもよいことをわからせる）

（消灯ス イ ッ チ を ① にとめる）．、

今度は点灯する場合，先の方法ではキケソだし不便だから……（点灯スイッチの声あり）そう，

点灯スイッチをつければいいですね。どこへつけますか？（大部分が挙手）では，１班〆(指名）
（前に出て，ピソで止める）（いいぞの声）

そうですネ…点灯するためにはここに（示しながら）点灯スイッチ，消すためにはここに消灯ス

イッチが必要ですネ。けい光灯の部品配置がわかりましたか。
､冬

1１
噸

里 ！

鱗
＝『｛Ｉ

■

〃

瑚凸

層理

醗認

ハイ（一斉に）・

けい光灯の回路をつくるには，まず必要な三つの部品を思い

出して，つぎに，接続を考える。点灯するために点灯スイッ

チ，消すために消灯スイッチ。以上をまとめて歌ると……。

1．三つの部品

（放電管，安定器，コード）

2．基本回路

3．点灯のための点灯スイッチ

4．消灯のための消灯スイッチ

（右の回路を１つ１つ指示しながら確認させる）

これでけい光灯のしくみはわかりましたネ……どのようなけ

い光灯でもしくゑはこれと同じです。ノートに整理しておい

－１F蕪WＬＪ

~演華：
て下さい。（時間をとる）

つぎにこれは，けい光灯の回路をわかりやすく見るたあの配線模型です。（市販の模型を掲げて

点灯，消灯をくりかえす）このスイッチは押しボタンですネ…けい光灯スタンドと同じですネ．．‘

家庭用のけい光灯には押しボタンのかわりにどんなスイッチがついていますか。（挙手数名）

ハイ’ひもでひっぱるプルスイッチです。

そうです。……ところで，押しボタンやプルスイッチでは不便なことはありませんか。…例えば

停電のときなど（数名挙手）

ハイ'停電してつぎに電気がきたとき，もつ一度つけてやらないとだめです。

そうだ／そんな経験がありますネ…（うなづく）

（実験押しボタンで点灯しておき電源を切り再び電源につなぐ一点灯しない）

この不便さをなくすために，うまく考えたものがありますネ･･･…何ですか？

グローラソプです。

そうです。これなんです。（グローランプを示す）

概念確立
場面を更に
高める
思考の場

合理的な方
法を発見さ
せる

ダメをつん

だ指導
（徹底させ
る）

基本概念の
まとめと確
認

原理から発
展した学習
の設定

思考と試行
の場面設定

興味と関心
を高める

吾



卜によく練習しておいて下さい。

時間ですが，つぎの時間までの宿題をま

とめておきましょう。

〔宿題〕グローランプのしくみ

１．グローラソプのしくみを図にか

き，働きを調べる

２．グローラソプを用いたけい光灯

の回路と今日勉強した回路のちが

いを調べる

３°わかったこと，わからなかった

ことをノートにまとめる

おわりましょう。

Ｔ
Ｐ
Ｔ

５今後の問題点

①十分な準備と，思考と試行の場面構成の研究が必要

である。

②技術・家庭科の学習をより合理的，効果的に展開す

るための教具，補助用具などの開発が必要である。

③学習に対する本質的な学習意欲につながる家庭学習

の課題の研究と与え方の研究が必要である。

④生徒の学習の訓練（学習のしかた）が重要であるが

全校的な共通理解と，学級つくりが大切である。

⑤学習シートは改訂と使い方の検討が必要である。

（資料）学習シート

照明器具

1．白熱電灯とけい光灯

電気照明には，白熱電灯やけい光灯が多く使われてい

る。白熱睡灯では，電球の消費する（）の大部分

が（）となり光になる割合はわずか（）パー

セントである。

けい光灯は（）の（）を利用したもので，全

体の篭力の（）くらいが光になり，熱の発生が少

なく能率がよい。

2．けい光灯

４７

（実験グローラソプで点灯しておく。一方けい光灯スタソドを点灯しておく）
では電源を切ります。（同時に消える）

電源につなぎます。（グローラソプの方は点灯スタンドはつかない）
グローラソプの役目がわかりますネ……さて，このグ画ランプのしくみはどうなっているかとい

う問題は，つぎの時間に勉強しましょう。

それから，これは何ですか？（コソデソサーの実物を見せる）（｢雑音を防止するんだ」との声）
そう。雑音電波を防ぎます。

実験①トランジスターラジオをつけてけい光灯に近づける－－雑音がない

②コンデンサーを取り去る一雑音が入る

③コンデンサーをつける－－雑音が消える

雑音が止まりますネ……このコンデンサーはラジオやテレビに使っているコソデソサーです。コ

ンデンサーの働きがわかりますネ……

それでは今日はけい光灯の回路のしくみについて勉強しましたが…（指名して）今日の勉強でど
んなことがわかりましたか。わかったことをまとあて言ってみて下さい。

ハイ’けい光灯を点灯するには，放電管，安定器，コードの３つがあったら点灯するというこ
と。そして，点灯のために点灯スイッチ，消灯のために消灯スイッチが必要だということです。

○○君（もう１人指名して）他には？

ハイ’コンデンサーが雑音を止めることもわかりました。

そうですネ……これでけい光灯スタソドの組み立てができるかナ……部品の配置がかわっても正
しい配線ができるようになれば，本当にわかった人ですネ…。（練習黒板を出して）この配線を

練習してみましょう。４班の○○君・と○○君，前に出てチョークで配線して拳て下いさ。みんな

はノートに書いて練習してみなさい。

（生徒２人，前に出て記入す為）
ハイ’よくできました。まだの人はノー

Ｔ
Ｔ
Ｔ 学習意欲を

たかめる

Ｔ
Ｔ

実験，検証
による確認

学習のまと
めと確認

Ｔ

Ｔ

I畠

Ｔ

一可

Ｔ

Ｔ

狭凸飼
b

■
夕
■
、
“
■
■
巳
■
■
ｒ
込
■
■
■
■
■
■
■
・
’
１
ｌ
‐
“
師
一
画
．
○
伽
串
Ｆ
ｐ
Ｄ
豆
Ｕ
０
０
Ｄ
○
○
Ｊ
１
Ⅱ
ロ
。
。
。
■

蝿$釦も､,‘

次時学習の
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スイッチＡ安定器

安定器

ウ．なぜ放電したか理由を考えてみよう。

c・下の図のような回路を作って，電球の明るさを

くらべてみよう。

①封入されている物質

②フィラメントの働き

③電子の科動

④アルゴンガスの働き

⑤水銀蒸気の働き

⑥けい光物質のはたらき

(2)・安定器について調べてみよう。

ａ・安定器の榊造はどうなっているか。図をかいて

説明してみよう。

ｂ、安定器の性質を調べるため次のような実験して
みよう。

ア．遮池にネオン電球を接続する。

結果点灯するしない

イ．右上の図のような回路をつくる。

。スイッチを入れたとき

・スイッチを切ったとき

回学校教育相談の基礎

回学級担任の相談活動

回校内相談員の相談活動

四専任相談者の相談活動、

同専門機関の相談と利用

く
く
く

）/（）／（
地
池 ネオン遮球

と:基｡〆_声c/’
.･､氏&

〔

スイッチ

、
１
Ｊ
／

／
Ｊ
１
、

、

、
１
１
１
ｊ
ノ
ノ

（

現代の学校教育では、子どもの､心の健

康〃を育てるための梢神衛生的な配噛が

とぼしいといわれています。この点を補

うには，専門機関よりも学校における数

育祁談がより効果的であります。本榔座

は，学校教育柑談の実施に関係するあら

ゆる問題を究明した縦座。

鯵全巻完結発売中〃

(1)けい光放電管の構造，発光の原理を調べてみよ

う。

4８

寮
1001.

_層墨要竺
ア．記号で回路図をかいてみよう。

イ．スイッチをＡ，Ｂどちらに入れたときに電球

は暗くなるか。

ウ．その理由を考えてみよう。

ａ，ｂ，ｃの実験の果から，けい光灯に使われている安

定器のはたらきをまとめてみよう。

（石川県輪島市立上野台中学校）

〃

国 土 社

Ａ５函入

器950円

〒１２０講座学校教育相談
全５巻

品川不二郎編

』



教育工学の基礎Ⅸ

教 育 シ ステムにおける制御理論①

井上光洋

ｐｐ－●●●一●●●ー●●●ー０●●一色●凸＝凸●ｅー■■■ー●●●戸●●■○画■●●ｰ●●●ｰ●ｅ■ー■●●ｰB●■ｰ●●｡ｰ●●Bｰ●●pー●｡■ー●■●ー●●●ー●●■ー●●●ーｐＰ甲一p■●一●●●ー●●■ー●●●ー●缶Cー●●ｐー●､●ー■●も一■●●ー●●●ー●●●ー●●●ーQgDー●●●ー●■■

９－１御制とは何か

人類がこの地球上に誕生してから百万年になるといわ

れているが，その確たる証拠となるものはほんのわづか

しか発見されていない。しかしながらそのほんのわづか

のもの，すなわち私達の祖先の遺骨が発堀され，それら

をもとに〆何十万年も昔の人類の生活をえがいてみると

非常に興味深いものがある。一般的にいわれていること

であるが，人類の発祥地は，今日におけるソ連邦のパミ

ール高原のあたりだといわれている。当時のパミール高

原は，木友がおい茂り，動物達の楽園をつくっていた。

だがやがてきた天変地異，氷河期，この時期は地球上の

半分以上が氷におおわれた。クジラやイルカの祖先達は

もはや地球上で，自分達の食物を得ることができず，よ

り食物の豊富な海への新しい生活の場を求めた。このた

め，やがて体つきは海中を泳ぐのに適した魚のような流

綿形に進化していった。

私達の祖先は一体どんな生活を営んでいたのでしょう

か。多分，猿と同じ祖先といってもよいだろうが，今旧

の猿は決して私達人類の祖先でばない。発達の足どりを

たどってゆくと猿と共通な祖先となるかも知れない。い

づれにしても，木の上で生活していたようである。そし

て，木の実か葉，小さな動物を食物としてほそぽそと生

きていたにちがいない。

では，人類の祖先＝憶病でかぼそい動物はどのように

して氷河期を克服して生きながらえたのであろうか。そ

れは多くのナゾにつつまれている。事実を明確にするこ

とは非常な困難をともなう。しかし人間の知的発達の過

程を分析すると，このナゾの一つの手がかりがつかめる

ように思われる。

氷河動になると，木禽は枯れ果て，だんだんと食物は

とぼしくなってきた。動物の生への欲求は本能的なもの

であり，また子孫を残すことは基本的な活動であった。

人類の祖先は，“飢え”と‘‘生への欲求'’を満たすため

に地上におりて食物をさがさなければならなかった。し

かし木の上での活動と地上での活動は基本的に異ってい

る。すなわち四つ足でもともと地上の活動をしていた動

物は前足と後足とはそれほど機能が分化していな仏が，
木の上での活動はその特微からいって，機能分化をよぎ

なくされたのである。この動物が地上での生活を始めた

ときはとってもぎこちないものであったろう。やがてこ

のぎこちなさの矛盾を止場すべく，後足だけで直立して

歩くことを覚えた。後足の二足で歩くことは，体をいつ

も直立するように調整しなければならない。今日の人間

は立って歩くことなど当り前のように考えるかも知れな

い。しかし，赤子が生まれ，一才頃になると立って歩き

始めるようになるが，もし父親か母親が赤子に歩くこと

を教えなかったらどうなるだろうか。いつまでたっても

立って歩くことはできないであろう。このことはインド

のオオカミ少年のことを思いうかべればよくわかるでし

ょう。

赤子は歩く能力を内在的に有している。これを引きだ

し，のばすのが両親の教育である。

このことは，さきほど述べた人間の知的発達について

1.1槻

歩くことなど

しつけ

言蕊

＋

－＝ 親

図１親から子への教育

もいうことができる。赤子から成人への発達は，まさに

人類の進歩の過程の縮図である。私達の祖先は“飢え”

を克服するため，食物をえるため，労働をした。それは

実践を行うことと同じで，その過程で思考し，一つの法

則性を発見した。すなわち，法則性なり知識の認識には

実践がともない，労働を行うことによって認識が高まっ

てゆくプロセス，認識過程こそが知識をよりよく理解す

４９



る手助けとなるのである。さらに環境の変化にともなっ

て，それに適応し，適応過程のなかで学習を行うように

なってゆく。

このように人類の発展の歴史をたどってみると，明ら

かに２つの側面がある。１つは親や兄弟によって教育を

受け，そして学習すること。もう１つは，自分が自ら労

伽をし，実践のなかから，自力で学習してゆくことであ

る。この．２つはかりに分けただけであって別々のもので

はない。むしろ有機的に結びついているのである。

さて，この節の主題“制御とは何か”と人類の発展過

程とどうかかわっているのだろうか。図１に示したよう

な教育……親から子への教育を分析してみると，両者と

ももちろん自力学習能力とその機縦をもっており，両者

の間に情報の伝達，指令，感情的な交流が存在してい

る。子供の幼年期においては，親は主導的な役割をし

め，子供はその対象となろう。したがって親は子を制御

する主体となり，子は制御対象となる。これは実際の教

育場面でも同じことで，教師は制御する主体，生徒は制

御される対象，しかも両者の間に情報の交換がある。そ

してそこには教育の目標人間的目標と知的目標，技術的

目標がある。これを回式的に表現してみると図２のよう

になり，１つの系をなしていることがわかるでしょう。

このように１つの系をなしているものをシステム

（system）とよんでいる。

散育､擬'一o--回一睡
|‐

曇

図２教師＝生徒の教育システム

情報の交換のなかで，生徒（制御対象）から教師への

情報は生徒の自力学習の結果であり，内在化してゆく知

的意識の発露である。したがって教師は生徒の自力学

習，創造性，能力，個性をのばすような教材か礎問を与

えなければならない。それが教師の機能であろう。その

ためには生徒の学習の結果を正確に評価することが大切

である。

この教育システムは，工学的な制御システムと全く同

じシステムをなしている。たとえば，温度を一定に保つ

温度制御を考えてみよう。身近な例として電気ゴタツが

ある。これはツマミの設定値，強・中・弱のいづれかの

設定値にしておけば，バイメタルによってニクロム線に

電気が流れたり，断絶したりして，コタツの温度を一定

値に保つようになっている。これを図にあらわすと，図

５０

３のようになる。

目標の温度

測定値 －畳o-号|パｲﾒｸﾙ'一|ｺﾀﾂ|一一産

i‐
図３コタツの温度制御

しかしながら，多くのシステムの場合，完全自動では

なく，ほとんど全部が半自動のシステムであり，そのシ

ステムのなかに“人間”が介在している。そして人間の

介在によってシステムがより効果的に最適に迩掻されて

いる。これは人類の発展過程でも，人間と人間との相互

の対話と，自然環境との間の矛盾を止揚する形で，発展

してきているのとアナロジーなのである。

この人間の介在しているシステムを“人間＝機械系，’

(man=machimesystem）と呼んでいる。たとえば，人

間が自動車を運転するシステムを考えてみよう。まず目

標値となる運動速度，方向があり，制御する主体（制御

要素）は人間，制御される対象は自動車である。このシ

ステムで，自動車が目標とした方向と若干ずれた方向に

いったとき，人間はそれを目で計測し，ハンドルをきっ

て目標とした方向にゆくようにする。

したがって，人間＝機械系にかぎらず制御系には，つ

ぎのような機能をもっている。すなわち。ある動作を行

いながら，実際の動作によって生じた値と目標とした値

との差を計測し，その差を少しづつ減少させてゆくよう

に，つぎの動‘作を行う機能である。そしてシステムが１

つの閉じた回路（ループ）を構成している。

９－２教授＝学習過程の特徴

教授＝学習過程すなわち教育システムを制御の観点か

ら考えると，プロセス制御とサンプル値制御の特質をも

っていることは，すでに何回となくのべてきた。この節

では，教育システムと関連させながら，プロセス制御と

サンプル値制御の特質と方式について紹介しよう。

プロセス制御が他の制御系とくらべて異ったところは

その名前からして‘‘プロセス(過程)”の制御であること

である。それはプロセス制御の特質をあげればよくわか

るであろう。すなわち，

（ｲ)，プロセス制御においては，制御対象の特性があま

りよくわからない場合が多い。ふつう電気や機械の回路

の特性は数字的にその特性を表わすことができるが，化

学反応のプロセスの特性は，おおまかなことはわかって

いても，こまかいことはなかなか数字的に表現しにく

『



可

い。たとえば，教育システムにおける制御対象は生徒で

あり人間である。人間の場合，その特性を数式化できな

いことはもちろん,個々の人によって個性が豊かである。

よく，システ､ム・アナリシス（解析）にとりあげられ

る４端子を考えてみれば，人間の一般的特徴がわかる。

すなわち，人間には，記憶装置もあり，すぐれた自力学

習機構を有している。電気の４端子であれば，入力にい

○一一一

入力

○一一一

ブラック・ボックス

人間
一一一一一一 一 一 一

記施装測

自己学習機椛

○

M１

〆、

図'４人間のブラック・ボックス

力

くつかの波形をいれてやれば，出力の形状をみて，ブラ

ック・ボックスの特性と方程式は容易にわかる。しか

し，人間はそうはいかない。特性などかいもくわかつて

いないのである。したがって，教育システムはプロセス

制御的に扱かってゆくことが有効なのである。

（ﾛ）プロセス制御は，多変数制御である。この場合，

多変数の間に相互作用，相互干渉(interaction)がある。

教育システムでは，制御対象・生徒への入力は，言葉

であったり，映像であったり，多種多様な形態のもので

ある。また，生徒問の対話，議論により，生徒は相互に

影響し合っている。

（ﾊ）プロセス制御では，目標値が時間の関数であらわ

される。教育システムでは，生徒に与える入力はあらか

じめ用意されており，教授プログラムもそうである。し

たがって，プログラム制御，つまりあらかじめラインの

ひかれた制御ということになる。だから教授プログラム

の．作成と教材のアルゴリズム化は重要な課題である。

㈲プロセス制御では，多くの検出部を必要とする。

これは，プロセス制御が“状態”を制御することが目的

であるため，その時の状態を正確につかむため各種のフ

イード・バッグ信号が必要なのである。生徒が学習過程

のなかで，よく理解できたか否かは，テストを試みてみ

ると同時に，実際の教授場而における生徒の表情や動

作，行為のなかに表われてくる。したがって，教育シス

テムにおいても，フイード・バッグ情報は多種多様であ

る。

以上，プロセス制御の特質についてのべたが，これか

らも明らかのように，教育システムは，プロセス制御的

なものを沢山もっている。

〔教育システムの制御動作の基本，……プロセス的アプ

ローチ〕

教師は生徒からのさまざまな形態のフィード・バッグ

情報を受けて，教授プログラム，カリキュラム，教育目

標などと突き合せたときの差をもとにして生徒に新しい

情報（知識，問題，教材）をあたえるが，この差（制御

では，制御偏差とよんでいる）をどのように解析するか

は，教育システムの最適調整，最適化の問題と関連して

非常に重要なことである。

第１に，制御側偏差の解析と，その有効成分は何である

か，第２に，もし有効成分があるなら，それをもとに生

徒への情報の量(操作量という)をどうきめたらよいか。

この２つが問題となってくる。

いま，制御偏差を時間の関係ｚ(z)で表わし，操作量

を同様にしてj’(z)で表わすと，ｊ'(/)がzのの現在の値

によってきまる成分，つまり

』(ｵ)＝斑冨(ｒ）（Kp：比例感度）

が存在する。教授場面では，偏差zのが大きければ，前

にもどって復習しながら授業をすすめてゆく。また小さ

ければ，そのままつぎにすすむことであろう。すなわ

ち，にそのまま比例してJ'のがきまる成分である。

つぎに，ｙ(ｵ)がｚのの時間積分によってきまる成分

表制御作動

制御動作

比例

方程式
ｙＣ）

調整鐙

ユ ２ ３寵訓 ４ ５

|比例 談分 稜分比例 |微分比例 微分毅分比

Ｐ １１ 画’ ゑＤｒ－ＰｌＤ

Ki,露の 封翼の伽斑給I霧(‘〕+zの）喝い÷zb等）野(緋(遡)感…(‘)+”
閉じ時間乃’比 例感度Ｋ、.

談分時間ｒｌｚ

微分時間２℃

傘Ｃ）
一一－

ａｊ６
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中卒者・高卒者の進路状況

－文部省基本澗査より－

１．中学校卒業者の状況

今春３月の中卒者の総数は，173万７千名であり，男

子が88万６千翁，女子が85万１千名である。このうち商

校進学者（禰専および就職しながら進学した者をふく

む）は，男子で79.2％，女子で79.5％であり，女子の進

学率がはじめて男子のそれより高くなった。これを府県

別にみると，進学率が９０％をこえているのは，東京の

93.1％，広島の91.2％であり，８５％以上の府県は，神奈

川(88.9％)，大阪(87.0％)，京都(86.7％)，香川(86.

4％)，岡山(86.0％)，山口（85.2％)，醤山(85.ﾕ％)の

順になっている。さらに全国平均の79.4％以上の府県を

みると，群馬・埼玉・石川・福井・山梨・長野・岐阜・

静岡・愛知・兵庫・奈良・鳥取・福岡・大分の14県であ

り，さきの９県をあわせると23都府県となり，全国の府

県の過半数に及んでいる。なお，進学率の70％未満の府

県は，宮崎(68.7％)，長崎(67.7％)，岩手(66.4％)，青

森(62.7％)の４県にすぎない。

さらに，各都道府県のうち》男子の進学率が女子のそ

れより高い府県は，北海道・岩手・福島・神奈川･新潟・

福井・山梨・岐阜・愛知・三重・滋賀・京都・大阪・奈

良・福岡・熊本・宮崎・鹿児島の18県である。

中卒者の高校進学率について，文部省の1964年版「教

育白番」では，1943年の予測は，７３％であったが，その

予測を上まわって，同年度で76.8％となり，今年度はそ

れを上回わること2.6％となった。

中卒者の就職者数は，２６万４千名であり，これに高校

に進学しながら就職した６万を加えて，合計32万４千翁

である。すなわち

ツの=紗(ﾉ&)(野:閉じ時間）
である。こは僻生徒の学習経過およびその実祇を考慮

して授業を行うことを意味していよう。

もう１つは，Ｊ(2)が，ｚ(Z）の現在示している変化の

傾向(変化率)によってきまる成分がある。すなわち

ｙ(‘)=T､苓呉(T,:微分時間）
である。もし偏差が増加傾向にあるときは，授業のすす

め方をおそくし，丹念に説明し，差を減少させるように

精款一一一 二一－一一一一一一一一

$窪

である。これも，労仙省の45年度の予測34万箱を下回る

数である。これらの就職者の産業別の割合をみると，つ

ぎのようである。

しなければならないであろう。また偏差が減少傾向にあ

るときは，授業の速度をあげた方が効果的な授業を行え

るであろう。

プロセス制御では，これらを組合せて，操作舷をきめ

ている。この問題はティーチング・マシンのプログラム

とも密接に関連していることである。

さらに，操作量や情報量に関しては，確率過程として

扱い，この方面からのアプローチが必要であるが，これ

についての展開は後日にゆづりたい。

（東京工大教育学研究室）

これを業種別にみると，男子の場合，約半数は現場の

技能労働者であり，ついで販売従事者（'7％）である。
Ｌ

女子の場合，事務従到１F者が過半数をしめ，ついで販売従

事者(20％)，技能労仙者（14％）である。

３．県外就職者の割合

中卒・高卒の県外就職者率の高い府県をみると，鹿児

島(中卒81％，高卒71％)，宮崎(中卒63％，高卒56％)，

大分(中卒60％，高卒54％)，長崎(中卒63％，禰卒48％）

岩手(中卒51％，高卒51％)，徳島(中卒52％，禰卒50％）

などである。（ＭＳ）

２．高校卒業者の状況

４４年３月の高校卒業者数は，149万７千名であり，そ

のうち，24.5％(男子25.7％，女子23.3％)が上級学校

進学である。つぎに商校卒業者の就職者数は88万２千名

であり，その就職先を産業別にみると，つぎのとおりで

ある。
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４測定技術Ⅱ

各種の許容誤差の状態は，加工材の利用と機能を規定

する。

知識を定着させるために，生徒たちには技術的図面ま

たは生産品が生産現場から，例として与えられる。その

さい，生徒たち自身が，機能の有用性を保証するために

は，どの領域に許容誤差があるべきかをきめなくてはな

らない。

④

図４－１－１

４－１図面寸法に関する実際の大きさの研究

課題：図面寸法は，製作図で読みとれる寸法である。

しかしその寸法は，生産においては，数学的厳密さで守

られえない。というのは，許容誤差があり，それが，現

実の加工材にとっては必然的であるからである。

目標：許容誤差の意義と許容誤差に必要な尺度を認識

すること。

継続時間：１０分

材料：表４－１にしめすような練習用紙

学習過程：生徒に練習用紙を配り，問題を出す。あい

ているところにかきこみ，誤りの量を記入する。

可 許容
誤差

Ａ
ｌ
写
つ
輔
１
Ｖ

一N

一

に
921ﾙー

表４－１生徒に与えられる練習用紙 －１１３衝

◎

爪
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
淫
つ
》
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｖ

艦

⑧

結果と評価：生徒たちは，許容誤差についての知識を

くわしく検査される。

教師は練習用紙を校閲し，すぐつづいて評価する。

生産では，実際の寸法はつぎのようにかかれる。

ａ）上限寸法を＋の値で，下限寸法を一の値で。

ｂ）上限・下限ともに＋の値で。

ｃ）上限・下限ともに一の値で。

ｄ）上限・下限ともに値をつけない。

④．⑧．◎は組皐あって１

部品を雛成するものであ

る。

問題：⑧は③の上に回転し

ておかれる。◎は⑧の上に

押しつけられる。

関係する寸法のための許容

誤差をきめよ。

誤り 61←
一

Ａ
１
１
号
④
函
１
１
１
Ｗ

↑
昌一
_Ｌ

5３

成紋：
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４－２マイクロメータの使用法

課題:生産では,六ﾐﾘの測定がしばしば必要であ
る。その測定には，とくにマイクロメータが使われる。

目標：マイクロメータの構造の理解と，目もり読みと

り技能の熟達。

継続時間：２０分

用具：図４－２－１にしめすような，マイクロメータ

の目もり部の模型（実物の10倍のもの)。

図４－２－１

図'４－２－２

際||／唇
冊

JグＩグ

竺一④

54

,Ｉ

,,,,|,,,,|,,I，
－ﾛ－

一一一

1－．
＝

①悼一

く模型の自作＞①は木の台，②は，生産現場で不要と

なったスピンドルを使用，③と⑤は木製（厚いボール紙

または厚さ１ｍｍの合板製）のシリソダ，④はナット。

⑤はナットで結合する。⑤には，図のように外側に50等

分の目もりをつける。④のシリンダにも図のように目も

●１‐Ｅ牙Ⅱ‐

りをつける。

学習課題：模型を実験台の上にたてる。

．寸法をおく（教師）

・寸法をよむ(生徒)。寸法がよみとれる理由について

説明する。

練習は，時間を５～10分のばしてもよい。

評価：評価は，図４－２－２にしめされたような練習

問題でおこなわれる。

４－３組みたてのさいの部品の調整法

課題：組みたて･作業のさい，全体の一部をなす個倉の‘

部品は，規定された許容誤差にある実際の尺度をもって

いなければならない。その上，できるかぎり高い正確性

をえようと努めるため，部品は調整される。調整は取捨

選択法または調節法によって，後から再加工して行なわ

れる。

目標：生徒たちは，組みたてのさい，部品の調整のた

めの各種の方法を学習しなくてはならない。そして生産

におけるその利用状況を推論しなくてはならない。

継続時間：４５分

材料と用具：後からの再加工によって調整されなくて

はならない加工材，組みたてのシャフト・軸受け類，

（図４－３－１参照）小型の機械万力。

学習過程：実験作業につぎの段階をふくむ。

（１）教師は，組みたてられた２つの部品を提示する。

・生徒たちは，調整のどのような様式が選ばれるべ

きかを決定する（この部品は，さらに，きさげまた

は他の工具で仕上げられるように作られていなくて

はならない)。

（２）教師は，シャフト・軸受け類を提示する。

・生徒たちは，多くのころ軸受けを軸にならべてさ

しこむことを試みる。

（３）万力の可動部は，動かない部に連結されている。

・すべり棒はまず第１に結合が生じえないように調

整されている。

、ねじによる間隔の変化によって，結合が整えられ

る。

結果と評価：個々の部品の調整には，３つの異った方

法がある。

（１）第１の方法は，２つの部品のひとつを，再加工す

る。

（２）いくつかのころ軸受けは，軽く入れられるが，他

のものには，軸にとくに強い力でのみ押しこめられるも

のがある。ここでは，適した部品が選ばれなくてはなら

一一～一一一
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ない。

（３）規格部品でもって，とくに摩耗した部品をとりか

える。

生産におけるこれらの３つの方法の経済的な利を討論

することは，生徒たちをつぎの認識へ導くのである。

・再加工は，とくに１個の部品の調整の場合に利用さ

れる。

・取捨選択法は，多数の部品の調整の場合に適してい

る。

・部品の再加工ならびに部品のよりわけがなくなるよ

うな調整法が最も経済的である。しかし，それは，技術

的に完全な構造を前提とするのである。

４－４ダイアルケージでの検査

課題：生産現場では，回転部分（シャフトなど）が波

をうっていて正常でないかどうか，あなあけが丸くなか

ったり，中心をはずれたりしていないかどうかを，ダイ

ヤルゲージの助けをかりて確かめる。ダイァルゲージ

は，0.01ｍｍを正確に測定できる。

目標：生徒たちは，ダイアルゲージの使用法を習得し

なくてはならない。

継続時間：１０分

用具：後にしめす別表および図４－４－１のようなシ

ャフト類，ダイアルゲージ，モータ。

準備作業：ダイアルゲージを調整する。

学習過程：実験作業はつぎの段階をふくむ。

・回転軸をまわす

・ダイアルゲージをあて針の動きを観察し，最大の目

もりを記録する。（ゲージは取付具にとりつける)。

・軸の左側と右側で検査する。

・結果を記録する。

図４－４－１

別表シャフト・軸受け類（組みたて部品）

二

Ｆ

可
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結果と評価：ダイアルゲージは，回転軸の波うちをし

めす。針の振れは，軸心におけるより，軸受けの近くが

小さい。とくに，支持点が相互に広く離れている重い回

転体は，長い静止時間の場合にもたわみうる。それ故に

軸自体の容戯を考脳したしっかりした堅間さが，構造に

備えられるようつくられる。ひじように重い回転体は，

作動のさいに，後おさえによる支柱が必要である。

画一工面、へ

岬
一
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蕊|部品名
１
２
３
４
５
６
７
８
９

台（図④）

ころ軸受け(図⑧）

軸受け支持(図。）

回転軸（図。）
軸受けおおい

（図②）
ばね(４×４×10）

ばね(４×４×:18）

ステアリソグ

ポ ー ル ベ ァ リ ソ グ

数鎚

１
２
２
１
８
１
１
１
２

蕊|部品名
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

円筒ころ軸受け

六角ボルト(Ｍ10）

ボルト(Ｍ５）

ナット(Ｍ１の

欺き板

ぱね輪

プーリ（図③）

プーリ（図。）

数鐙’

２
４
４
５
１
４
１
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②使われた力をばねばかりでよむ。

・ばねばかりをはずす。

・ナットにスパナロをあわせる。

・スパナにばねばかりをかけ，ばねの輪がいっしょに

くっつくまで，力を入れる。そのさい，ナットの回転

数をかぞえる。

・使われた力をよみ，座金とささえ板の距離を測定す

る。

・ピッチの小さいねじにとりかえる。

・座金とささえ板の距離が，大きい穂じの場合と同じ

になるまで，ナットをまわし，回転数をかぞえる。

⑪使った力をよみとる。

・力および回娠数を比較する。

結果と評価：生徒たちは，実践作業によって機械力学

の原則を応用する例を学習したのである。

5－１ねじの力の伝導へのピッチの影響

課題：各種の使用目的のために，いろいろなピッチを

もつ同じ直径のねじが製作される。ねじ山のピッチが小

さければ小さいほど，力の伝動はより大きい。

目標：生徒たちは，ピッチの大きいねじ．小さいねじ

における力の伝導を調べなくてはならない。

継続時間：１５分

材料と用具：大きいピッチをもつ６角ボルトとナット

（たとえば，Ｍ10×1.5)，小さいピッチをもつ，６角ボ

ルトとナット（たとえば，Ｍ10×ｌ)，ばね，座金，ス

パナ，万力，ばねばかり，ものさし，図５－１－１にし

めすような設備。

図５－１－１

､

④｜|"",,川‘,叩,,伽,,,,",,剛"１ｍ,,叩",,‘‘’"

剛側日lmi1巨
5－２びょう打ちの失敗の原因と結果

課題：手作業によるびよう打ちは，それが専門的に正

しく行なわれるには，びょう・あなあけ・ハンマ打ちの

熟練などを前提とする作業技術である。仕上げられた材

料のびよう打ちの欠陥は，しばしばわからないので，び

ょう打ちの欠陥を指示することはむずかしいことであ

る。

目標：図５－２－１によって，びよう打ちの欠陥の原

因と結果を認識させなくてはならない。

図５－２－１

、

中
‐
車

５接合による成 形加工

rH-可-、庁ＨｒＴ+、

継続時間：３０分

材料と用具：各種のびょう，各種のハンマ，金しき，

ぴよう打ち台，よびだし，スナップ。

学習過程：びょう打ちの失敗の原因と結果は，理論的

には明らかにされうる。授業にしばしばあらわれるぴよ

う打ちの失敗は，練習によって正される。

実験作業はつぎの段階をふくむ。

．とくに，びょうを選択し準備する。

．びょう穴にいれたびょうを適切な大きさのハンマで

５７

学習過程：実験作業はつぎの段階をふくむ。

。ささえ板を万力にはさむ

・図５－１－１の④ように，ボルト，座金，ばねを組

みあわせる。

．ささえ板に入れ，ばねが板にぴったりくっつくまで

ナットをしめる。

・図５－１－１の⑧のように，かぎでばねばかりをか

けて引っぱり，座金がささえ板に近づくのを，ものさ

しの目もりで読む。

Ｉ１
１



打って短くする。

。スナップで頭を成形する。

表５－２－１びょう打ちの失敗

原因詰 果防ぐ方法

結果と評価：生徒たちは，実験作業の結果を判断しな

ければならない。びょう打ちの失敗の原因や結果，それ

を防ぐ方法は，前の表によって，概括的にまとめられ

る。

５－４圧縮接合のさいの熱ぽうちようの影響

課題：圧縮接合は，あらかじめ加熱された部分を収縮

させることにより，あるいは，あらかじめ過冷却された

部分をぽうちようさせることによって行なわれる。

目標：圧縮接合は，力学的論理にかなった接合であ

り，ひじように堅固な接合であることを生徒たちに認徽

させる。

継続時間：５分（加熱時間)，ユ時間後の検査。

材料と用具：鋼板（厚さ５ｍｍ)，ドリル(9.9‘)，丸

鍋棒(10の，ブンゼンバーナー，やっとこ，万力，ある

いは冷却設備。

学習過程：実験作業はつぎの段階をふくむ。

・鋼板の穴(9.9のに，丸鋼棒(１０のをさしこむ実験

作業一丸鋼棒は穴に入らない。

・万力に丸鋼棒をはさむ。

・ブンゼンバーナーで穴あけした鋼板を加熱する。

・丸鋼棒に鋼板をさしこむ（熱が穴をひろげる)。

．それを冷却する（１時間)。

結果と評価：鋼板の収縮が，圧縮接合をひきおこす。

丸銅棒は冷えたまま入れられるし，銅板はとけてやわら

かにならないし，あるいはとけても一部分であるので，

材料が溶けてかたまった接合ではない。２つの部品は，

相互にねじまがることもないし，軸方向において，ずら

されることもない。力学的論理にかなった接合であるこ

とは明らかである。

（注）冷却設備があるところでは，この実験作業を，

鏡板と，冷却された丸銅棒で行なう。

５－４接着剤接合の実験

課題：接蒋剤で金属部品を接着することや，空洞部分

を充填することは，生産において大きな意義をもってい

5８

る。とくに，各種の金屈ならびに金屈とプラスチックが

接合されなければならないとき，接着剤による接合が使

われる。この接合は，圧縮内力のさい，高い荷重にたえ

て経済的である。

目標：生徒たちは，接着作用と生産における接蒲剤接

合の意義を認識しなくてはならない。

継続時間：５分ごとに接着の経過，２４時間後に堅牢性

の検査。

材料と用具：接合される２つの材料,空洞のある材料，

接着剤，小さいへら，しゃこ万力(はたがね)２個。

準備作業：接合される材料の表面をきれいにする。接

蒲剤を調整する。

学習過程：

（a）金属の接着，実験作業はつぎの段階をふくむ。

・接請剤を規定どおりまぜあわせる。

・接着作用が高められるために，接着剤をそのままに

しておく（少なくとも20分間，しかし１時間以内，で

ないと混合剤があまりに固くなりすぎるから)。

・接着剤を接合する面に塗布する。

、しゃこ万力（はたがね）で，材料を圧着する（接着

剤で外側にはみ出ることをさけるために，紙などでお

おっておく）

・接着した材料を約24時間そのままにしておく。

・力をくわえて接合をはがす実験をする。

（bリ欠点のある材料の補修

・充填剤をぬりこめられる空洞をきれいにする。

・充填剤を混合する。

・混合した充填剤を空洞に塗りこめ，その箇所を紙

でおおう（生徒たちがあとで“上塗り”することがで

きるために，欠点箇所に充填剤を経済的に塗りこめ

るようにする)。

，・約24時間そのままにしておく。

、やすりやきさげで，その箇所のかたさを検査する。

結果と評価：接着剤接合は，力をくわえてもはがされ

ない。材料の空洞をうめた充填剤は，やすりでも切削で

きないほどかたい。余分の接蒲剤は，硬鋼工具(きさげ）

でもってのみ，とりのぞくことができる。

生徒たちはつぎのことを認誠する。①接着された金属

はひじように堅牢に接合していること，②充填剤は，材

料にある空洞や誤って加工された金属の部分の補修に適

していること，③接着剤接合は，はなれない有効な接合

であること。④そのほかに，この接合は時間および材料

の消費が少ないという点で，ひじょうに経済的であるこ

と。それだから，この接合は，生産にとって，ますます
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＜分解・固定の面から＞

|悪E’

大きな意義をえてきているのである。

く
さ
び
に
よ
る
接
合

犀合１
５－５各種の接合形態の分類

課題：生産においては，各種の部品が相互に接合され

る。その接合を分類すると，つぎのようである。

（a）形・力・材料の面から

（b）分解できるものと分解できないことの面から

目標：

（a）組みたてにおける熟練を高めること。．

（b）概要をうること。

材料と用具：学習案のテーマで取りあつかった接合が

ふくまれている各種の構造物（生産現場にあるもの)，

ねじまわし，スパナ。

学習過程：２～３人の生徒のグループをつくる。各グ

ループは，１つの構造物とそれに関する問題用紙を与え

られる。

＜問題用紙の例＞

１．構造物を分解し，どのような接合様式であるかを

確かめよ。

２．分解記録を作成せよ。

３．接合要素の機能を記録せよ。その典型的な特徴を

記入せよ。

分解が終ったら，生徒たちは，部品をふたたび組みた

てることをまかされる。

答案と分解記録が提出され，教師から評価される。

結果と評価：つぎの時間に，記録と答案が評価され

る。成果として，接合様式についての表(表５－５－１）
ができなければならない。

表５－５－１接合の様式
く力・形・材料.の面から＞

材料形力

Ｔ
Ｔ

課題：加工される材料にくいこまなければならぬ工具

は，この材料より硬くなくてはならない。たがね．セン

タポンチ・けがき針についての，簡単な硬さ試験には，

やすりによる試験が役にたつ。切れあじの鈍くなった細

目やすりでもって，試験される材料をやすりがけする。

やすりが試験する材料鋼を処理するとき，適当な硬さの

ものでは，くっつくような感じであり，ひどく硬いもの

では，上をすべるのである。

目標：生徒たちは，各種の工具について，やすりによ
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る試験を行ない，どの部分が硬く，やや硬く，またやわ

らかであるかを認識しなければならない。

継続時間：１０分

材料と工具：各種のたがね．センタポンチ・その他同

様の硬度をもつ工具または加工材，刃の鈍くなった細目

やすり。

学習過程：たがね試験のさいの実験作業は，つぎの段

階をふくむ

・左手にたがねをもつ。

・たがねの刃の部分，くさび形の部分，頭部をあまり

力をいれないでやすりがけする。
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図６－１－１やすり試験

がね

・やすりがけのあとを比較する。

・たがねでは，各部分の硬さが異なるのはなぜかを論

証する。

（注）ここでしめした段階は，他の工具の試験でもあ

てはまる。

結果と評価：たがね試験のさい，生徒たちは，刃ば硬

く，くさび形の部分は，ほどよく硬く，頭部はやわらか

いことを認識したのである。表面の硬化がなされている

軸の軸受け接触部・すべりみぞなど，ならびにその試験

方法は，ロックウェル(かたさ)，ブリネル(かたさ)，ピ

ーカース(かたさ)によって，協定され明らかにされてい

る。

６－２ばれ銅の熱処理実験

課題：硬化鋼は焔で熱せられると，機械的に加工しや

すくなり，冷えると成形する。硬さはとりのぞかれる。

この鋼は，新しく焔で熱せられ冷却すると，ふたたび硬

くなる。

目標：焔による加熱と冷却の作用が認識されなくては

６０

授 業の科学
②波多野完治編

戦後の教育研究を総括し，科学技術の革新の

嵐がうずまく時代の授業のあり方を，一流の

学者と実践家によってあきらかにした。

ならない。

継続時間：使われるばね鋼の厚さによって,３～６分。

材料と用具：ばね鋼片，ガスバーナ，水を入れた皿，

やっとこ。

学習過程：

＜実験１＞

・ばねに荷重をかける－ばねの形を変える。

・ばねの一部をガスバーナで白熱色になるまで加熱す

る。

・ばねを冷却する。

・ばねに荷重をかけて形を変える。ばねの荷重をとり

さる－ばねは変形のままで，もとにかえらない。

＜実験２＞

・前述の加熱されたばねを，ふたたび白熱色になるま

で加熱する。

・水または油で冷却する。

・そのばねに荷重をかけたのち荷重をとりはずす－

ばねはもとの形にもどる。

結果と評価：加熱されないばねは，荷重をとりさると

もとの形にもどるが，加熱されたばねは，荷重で変形さ

れた形のままであり，ばねは加工しやすい。加熱された

ばねが，急冷却されると，ばねは加工しやすさをなくす

る。

加熱と冷却によって，鋼組織の構造が変えられる。焔

の熱は，硬さ（鋼の組織間の緊張）をたもっていた椛造

をときほぐすように作用する。次第に，普通の組織にか

えり，自然に冷えてかたまる。

水や油での冷却は，普通の組織にかえることをさまた

げ，鋼は硬くなる。（東京工大教授）

①授業研究の科学

②教材研究の科学Ｉ

③教材研究の科学Ⅱ

④授業方法の科学Ｉ

⑤授業方法の科学Ⅱ

⑥授業過程の科学

⑦授業分析の科学

Ｂ６判上製縮入

定価各500円

国土社

鐸
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地方ｻー ･ークル活動報告先日大分県の近藤先生よりサーー

クルのようすが送られてきましたので紹介します。サー

クル活動が不活発だといわれるこの教科も，毎年着実に

サークルの数が増えています。読者の皆様の地域にもサ

ークルがあると思います。そのサークルについてぜひ事

務局に知らせて下さい。

「速・杵サークル」

この会ほ，教組教文部のきもいりでできたもので，支

部内のほとんどの技術科教師が参加しています。部長

は，１昨年，全国教研に参加した工藤先生で，会員の全

部が雑誌「技術教育」を購読しており，管理体制のはげ

しいしめつけの中で，本当の技術科をめざして，大体，

産教連の方向で，研究をすすめてきています。

今年の主テーマは電気学習の自主編成と授業研究で

す。去る８月，会員全員で，新産業都市の優等生といわ

れる大分臨海工業地帯と「西日本電線」「九州石油」の

工場見学を実施しました。

新しい生産技術への関心とともに，巨額の公共投資を

して埋立てをし，大企業を好条件で誘致するやり方が，

はたして地域住民の福祉につながるものかどうか。まだ

緒についたぽかりと言うのに，すでに空気汚染，海水汚

染，騒音などの産業公害が出はじめている現状を見て，

いろいろと考えさせられました。

広大な臨海工業地帯に続々とできている工場群を見

て，国民総生世界３位，国民所得22位の現実を目のあた

りに見せつけられるような気がして，研究会での話題も

おのずから，その方面にむきがちでした。

９月に入り，本年度４回目の例会をもち，砺気学習を

中心に，各自の実践をもちより，研究しあいました。当

日のおもな提案は次の通りです。

１．電熱の学習（近藤）

２．回路要素の系統性（態本）

３．３球ラジオを利用した拡声装置（河野）

４．断線した蛍光燈を利用しての電磁誘導（放遜）実

験装置（岩尾）

５．自作教具による回転トルクの指導（工藤）

中でも回転トルク実験装置は，今までに類を見ない漸

新な教具で，製作の苦労がしのばれました。学習内容に

ついて一部問題点も指摘されたが，エネルギー変換学習

の中心教材として今後の研究が期待されます。

次会は10月中旬，電気に関する授業記録をもちより研

究をすすめることになりました。

自主教科書を送っていただく京都の会員，同志社中

学枚の馬場力先生より自主教科書２冊を送っていただき

ました。「木材を利用した生産技術学習」「機械を利用し

た生産技術学習」がそれで,･活版印刷の98ページにもな・

るものです。内容は機械の技術史を中心としたもので，

これだけのものを作ることはたいへんなことだと思いま

す。読者の皆さんの中にもこれに類するような研究物，
プリントなどあったらぜひ送って下さい。交流したいと

思います。

産教連の東京支部のサークルでも来年次の大会に向け・

て自主教科譜の編集を進めています。全分野にわたるこ

とはできませんので，男女共通学習に使うものを先に急

ぐことにしております。

関東民教研の準備進む関東地区の民間教育研究集会

が今年は45年の１月５日（月）６日（火）の２日間，都

立本所商枚で開催されることになっています。産教連と

しては担当として･保泉信二先生が中心になって技術の分

科会の準備をしています。冬休みのことでもありますの

で東京および近県の先生で出席できる人はぜひ出席して

下さい。

巨摩中学校で公開研究会山梨県中巨摩都の巨摩中学

枝では，例年１年間の研究成果を授業を中心に全国に公

開していますが,今年は11月１日，２日に開かれました。

このなかで連盟会員の長沼実先生と小松幸子先生は，１

年と２年の技術家庭科の授業全部（３時間）を共学とし

た実践報告をし，同時に共学の授業を公開します。東京

からは５～６名の会員が参観に行くので，次号あたりで

その概要を報告できると思います。

「技術・家庭科の指導計画」刊行さる産教連では今

年春から1966年度出版した「技術科の指導計画」の改訂

作業にとりくんできましたが，去る９月新版の編集が終

り，国土社から出版されました。これは「技術・家庭科．

教育の創造」を具体化したもので，今度のものは家庭科

を含めて男女共学の技術・家庭科教育を志向したもので・

す。1200円と少し高価なものになってしまいましたが，

新指導要領を批判検討.するためにも参考になると思いま

す。ぜひ学枚に一冊そろえて下さい。

「産教連通信」ができました。希望の方は事務局へ，

東京都葛飾区青戸６－１９－２７向山玉雄

６１‘



２月号特集学習指導要領の改訂をめぐって

中学校学習指導要領案検討の視点向山玉雄

学習指導要領案技術・家庭科を読んで保泉・村松

志村・他

技術科のよい授業への探究西出勝雄

ラジオ学習のすすめかた

探究学習における構造化

教師のための新しい技術Ⅳ 井上光洋

ソビエトの学校における家政Ⅵ豊村洋子

教科の構成(1)－技・家における教授活動の

稚成的考察岡邦雄

〆

加工学習の指導計画

機械学習の変革

電気学習の一試案

男女共通１週時間の指導（２年のミシン）

技術史をどう教えるか

実習教材における評価について

全国教研集会報告

しろうとのための電気学習伽

ソビエトの学校における家政Ⅵ

教育工学の基礎Ｉ

保泉信二

小池一清

鹿島泰好

杉谷正夫

小野博吉

中山和子

長沼・他

向山玉雄

豊村洋子

井上光洋

１ 月号 特集 技術史の指導

技術家庭科教育と技術史

加工学習で技術史をどう教えるか

技術史を技術学習にどう教材化するか

技術史と授業の展開一モーター

砂栽培による栽培学習の試み

トランジスタラジオプリント配線の指導

技術・家庭科における学習評‘価

教師のための新しい技術一自動制御

ソビエトの学校における家政Ⅲ

学習労働

雄
二
情
一
太
敏
夫
洋
子
雄

邦
信
一
豪
宏
武
富
光
洋
邦

泉
池
稲
田
田
島
上
村

岡
保
小
高
角
岡
笹
井
豊
岡 ５月号特集加工学習（新しい教科課程の建設）

加工学習のねらいと教材保泉信二

金属の表面処理産理解させるための指導諸井尚慈

班学習における加工学習風間延夫

プラスチックの学習(ドライバー製作の中で)近藤晶徳

考案設計における創造力の育成進士年恭

やり方主義からの脱却(被服学習中心に）村田咲子

家庭科教育についての私見後藤豊治

８ミリ映画「電気とは何か」を製作して牧島高夫

教材教具解説一一電気回路の製作向山玉雄

ソビエトの学校における家政Ⅶ豊村洋子

教育工学の基礎一システム工学井上光洋

技術家庭科の構成(2)岡邦雄
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３月号特集学習指導要領案批判

生活について－技・家での生活の意味岡邦雄

新指導要領“技術・家庭科”改悪の背景，佐藤禎一

新指導要領 案批判熊谷・他

中学w佼学習指導要領案技術・家庭科（女子向き）

製図教育の実践加藤功

電燈の学習高橘豪一

照明器具の指導古沢良彰

ソビエトの学校における家政Ｖ豊村洋子

教師のための新しい技術Ｖ－自動制御井上光洋

６月号特集加工・機械学習

加工学習をどのように展開するか佐藤禎一

電気分野の製作学習（トランスの製作）鹿島泰好

パイプベインダーの製作Ｉ奥野亮輔

点火装置の教具製隻作平井屯

共学のエンジン学習と工場見学志村･嘉信

技術・家庭科の男女差別に反対しよう(1)佐倉木享：

改訂学習指導要領案「技・家」の内容改善要望

新しい;機械学習をめざして村田昭治

小学校家庭科一整理袋の製作織田淑美

ソビエトの学校における家政Ⅷ豊村洋子

教育工学の基礎（学習＝教育学的心理学的側面）

井上光洋

４月号特集新学年の構想

指導計画･作製の前提 稲本茂
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カ リキニラム(技・家の教授活動の考察〕岡邦雄

７月号特集電気・栽培学習

電気学習の視点(新しい技術教育建設のため)志村嘉信

男女共学における電気学習の指導計画熊谷穣重

電気になれさせたい！（放電管の性質）鹿島泰好

新しい 機械学習をめざして(2)村田昭治

栽培学習への提言宮崎彦一

ゲルマニウムラジオの徹底研究井上誠一郎

パイプ ペインダーの利用法(2)奥野亮輔

技術・家庭科の男女差別に反対しよう(2)佐々木享

ソビエトの学校にお け る 家 政 Ⅸ 豊 村 洋 子

しろうとのための 電 気 学 習 向 山 玉 雄

教育工学の基礎(学習＝生理学，工学的側面)井上光洋

８月号特集電気・ 栽培学習

自主的な教育研究と男女共学への道佐藤禎一

道具から機械への発達と学習指導小池一清

電気史を電気学習の中にどうとりいれるか鹿島泰好

木材加工技術の学習指導法のくふう松田昭八

電気学習の系統化と課題構造への試み岡元京一

男女共学のとり く み 植 村 千 枝

機械学習 の創造村田昭治

ソ ビ エ トの学校における家政Ｘ豊村洋子

教育工学の（基礎教育システムの情報理論）井上光洋

ド イツ民主共和国の技術教育(１）清原道寿

９月号

学習協同保泉信二

エンジンの分 解志村嘉信

オシロスコープを使った電気学習の導入熊谷穂重

といしの安全作業永島利明

･プログラム学習テキスト電気の安全関根初男

被服製 作 指 導 竹 川 章 子

ソビエト の 学 校 に おける家政Ⅸ豊村洋子

筋肉 作業の生化学的 側 面 藤 井 清 久

丸のこ盤によるラワン材ぴきの粉塵濃度佐藤武司

教育工学の基礎（教育システムの情報理論）井上光洋

ドイツ民主共和国の技術教育(2)清原道寿

１０月号特集新しい教科課程の建設

新しい教科課程の建設・佐藤禎一

全体会の報告保泉信二

加 工分科分の報告西田泰和

機械分科会の報告小池・池上

電気分科会の報告志村嘉信

栽培分科会の報告宮崎彦一

家庭分科会の報告坂本典子

プレス加工をとりいれた移植ごての製作工藤鍵一

自転車のしくみについての授業記録中沢勝夫

電気学習の系統化北原智雄

焼付け塗装用乾そう炉の試作奥野・･佐藤

小学校家庭科教育についての親の関心度尾崎しのぶ

教育工学の基礎井上光洋

ドイツ民主共和国の技術教育(3)清原道寿

１１月号特集新しい教科課程の建設

２年生の機械学習プリント小池一情

実験と思考学習をたいせつにした加工学習近藤義美

材料認識と加工学習について青木文夫

家庭生活の意義の展開をどうしたらよいか中本保子

第18回研究大会の総括

コスモスの短日処理と栽培学習平井屯

金工万力利用の折り曲げ機と工具箱製作奥野・田村

「もの」をつくりかえてゆく過程を立体

的に実践していこうとする態度形成松田昭八

木材加工における腰かけの製作学習小斉浩寿

教育工学の基礎（教育システムの情報理論）井上光洋

ド イツ民主共和国の技術教育(4)清原道寿

１２月号

２年生の機械学習ﾌﾟリント小池一満

自主編集教科書「電波」（試案）鹿島泰好

製図指導(１年入門期における効果的指導法)上田雄一

能力差に応じた木材加工学習の実践牧島高夫

技 術学習の比較実験授業梅田玉見

題材の学習過程における望ましい展開法

一電気分野（けい光灯の指導）酒谷雄一郎

教育工学の基礎（教育システムの制御理論）井上光洋

ドイ ツ 民 主 共 和 国 の 技 術 教 育 ( 5 ) 清 原 道 寿
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技術教 音 １月号予告（12月20日発売）

特集：技術・家庭科教育の研究方法

技術・家庭科教育研究の

現状と今後の方向……………向山玉雄

各分野の研究課題はなにか……………研究部

技術・家庭科の授業研究の方法………佐々木享

実践の評,価と検証の問題………………後藤豊治

考察設計において

技術的思考を育てる実践と反省……仲道俊哉

工作法の変遷と展望･……………･……･大和良重

◇1969年も終ります。一部の小児病

的な暴力学生による「安田トリデ」

事件に明けた1969年は，全国に大学

紛争を激化させ，暴力学生の行動

が，客観的には，政府権力の援軍の

による大学支配を意図した「大学管

て結実するにいたりました。機動隊

役割をはたし，権力による大学支配を意図した「大学管

理臨時措置法」として結実するにいたりました。機動隊

の増強もかれらが手を借しているといえます。

◇今年度の大学卒業者を採用したある企業の話です

が，採用学生の思想や行動を調査するため，これまでの

興信所をやめ，当局が逮捕状を出して，スパイとして泳

がしている学生指導者幹部を使っての調査機関を利用し

たようです。なかなか確実な資料がえられたとのことで

す。そうとは知らずに，青年らしい純粋な心情でゲバ

題材が個人によってちがう授業

一金属加工学習…･…･……･…福田弘蔵

食物添加物を調べよう…………………坂本典子

調理学習の実践･………………･…｡｡…･･淵初恵

「技術」と職業教育の復権……………大淀昇一

教育工学の基礎(9)．………･…･…………井上光洋

ドイツ民主共和国の技術教育(6)………清原道寿

製作図集(7)金属加工…･……………･編集部

雪Ｌ保署一己 ーｰ～～

棒・火焔ピンをふりまわしている学生の多くは，かわい

そうなピエロといえそうです。

◇大学紛争は，最近になって，高校へも飛び火してき

ました。大学と同様に，火のつく原因は，高校教育の中

に山稜していますので，７０年安保をひかえて，あちこち

に紛争が多発していくでしょう。そうした過程で，大学

をまねた暴力が横行し，それが権力による高校教育の狂

暴なしめつけに手を借すことになるでしょう。

◇こうした事態にたいし，わたしたちは，これまでに

増して「平和と民主主義を守る教育」に実践的に真剣に

取りくまなくてはならないと思います。さらに新しい決

意をもって，この年の実践の反省をし，きびしい年安保

の年を迎えることにしましょう。

技術教育１２月号 Ｎｏ．２０９◎

5剣
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中 学の技術。家庭科･で稗得すべき工業分野の蕊礎知識
蕊説

を， 多数の図版と写真を駆使 してやさしく解説した。；

il臣
●?青原道寿監修 Ａ５半ﾘ上製箱入定ｲ面各４５０円

すべての製作の関門となる製回製図技術入門丸田良平著｡

図から，時代の先端をゆく港回木工技術入門山岡利厚著

子計算機の複雑さにいたるま回手工具技術入門金工Ｉ村田昭治著
で，広く工業技術の基礎を説

き明かして，日常家庭生活か囚工作機械技術入門金工Ⅱ北村碩男著
回家庭．Ｅ作技術入門佐藤禎一著

回家庭機械技術入門小池一清著…

回自動車技術入門北沢競著

回電気技術入門横田邦男著

回家庭電気 技 術 入 門 向 山 玉 雄 著

⑩ラジオ技術入門稲田茂著１

回テ レ ビ技術入門小林正明著：
恥

回電子計算機技術入門北島敬己著卜

ら，中学での学習にも役立つ

ように，写真・図版を多数挿

入して，やさしく解説した。

読んですぐ製作実技にとりか

かれる多数の製作例をあげな

がら，実際的知識がえられる

待望の入門技術全集／
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